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国立民族学博物館所蔵の韓国の収納家具

その技術 とデザイン

車 政 弘＊

The Design and Construction Technique of Korean Chests, Boxes 

     and Shelves in the National Museum of Ethnology

Masahiro KURUMA

   This paper describes the construction techniques and design 
of 30 pieces of Korean furniture (chests, boxes and shelves) in the 
collection of the National Museum of Ethnology. It deals with 
1) form and proportion, 2) structure and jointing, 3) kinds of wood 
used, 4) finishing and 5) decorative  patterns. 

    1) Most of the furniture shows integral number proportion. 
Many chests are given variety of form via top boards and legs. 
The rice chest  (twiju) is a particular case where top boards have 
the well-known "golden section" proportion. 

   2) Opening and closing the furniture is effected by either 

pulling down the upper part of the front panel or by hanging it 
up or by pulling the front of the top boards or by removing 
a detachable door. 

   Boards in large chests are jointed by a "dovetail joint" 
strengthing by bamboo or iron nails, or by a  L-shaped metal 
fitting. The kokashibame technique is used for jointing parts of 
frames and boards. Rice chests exhibit particular jointing in the 
frame, i.e., a kind of igetakumitsugi. 

   3) Pine and paulownia are the favorite materials used to 
make Korean furniture. Besides, such ring-porous woods as 
zelkova, elm and chestnut, and diffuse-porous ones like maple 
and persimonon (or ebony) are used. But, a few kinds of ring- or 
diffuse-porous wood used are not yet identified. 

   4) Perilla, tung and  walnut oil as well as japan are used as 
finishing material. The surface of paulownia parts is finished by 
burning and brushing.

＊九州産業大学，国立民族学博物館共同研究員
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   5) Most pieces of Korean furniture are abundantly de-
corated with motifs based on natural phenomena or from the 
animal or plant world. The motifs express the wishes for longlife 
and happiness.
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１． は じ め に

　韓国の家具木工品の大半は，李氏朝鮮時代 （１３９２～１８９７）にその様式を整えたもの

であり，儒教が生活の規範として確固たる時代に展開されたものである。この李朝の

家具木工品の美については，柳宗悦をはじめとする民芸運動に携わった人々によって

力説され，わが国における韓国の造形の特質は印象としてかなり明確になっているよ

うに思える。

　 しかしながら，家具にしろ，比較的小さな木工品に しろ，その印象についそは知 り

得るものの，形態や構造の詳細，技術的な特質や使用樹種について，また，人々の生

活の中でどのように位置づけられ，そして使われてきたのか，個々の家具を通 じて詳

しく述べ られたことはなかった。

　 もちろん，美は，それらをこえて，きわあて直観的なものではあろう。 しか し，少

なくとも，生活用具である以上，それを支える技術や，造形の特性について注意深く

見 ることは，不可欠な条件のように思える。

　国立民族学博物館 （以下民博と略す）に収蔵，展示されている韓国関係の標本資料

は現在１，４８２点である。 このうち主 として家屋内で使用される木製品は１２９点１》で一応

のまとまりを持ったものである。

１）楽器やきね，臼，砧などは除外し，また，部分的に木製のものもあり得ることで，そうした

　 ものまでは数に入れてはいない。
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　木製家具，木工品は，その用途を大別するとおおむね，料理や洗濯に使われる木工

品と，膳や文机などの家具および，それに付随する木工品，そ して，大型の収納家具

や箱類，棚類，さらに祭祀用の家具 となるだろう。

　この報告では，このうち収納家具３０点について，その形態，構造，使用樹種ならび

に仕上げ法，装飾文様を中心にみてみたい。

　収納家具は，生活財が豊かになり，それを保管整理するために成 りたつものであり，

あるいは階層社会の確立ないしは個の意識の確立と共に豊富化するものである。

　従って，収納家具の機能は，それを使 う人々の生活全般，生活意識をよ く理解 しな

い限り，はっきりしたことはいえない。収納家具の機能や住空間のなかでの位置づけ

など，使われ方についての問題は後日明らかにしなければならないだろう。

　ここでは，３０例の収納家具の形態の特徴や，各接合部がどのような技法であるのか，

また使われている木材はどのような樹種であるのか，仕上げにどのような技法が用い

られているのか，装飾金具，連結，緊結金具にはどんな種類のものがあるのかなどを

中心に記述 し，それぞれについて考察する。

　家具に関する記述ではどうしても接合法について木工用語を多く用いることになる。

これについては成田寿一郎，鳥海義之助，中村達太郎の用例を参照 し２）， 初出の個所

に脚注で説明を加えた。本文中では木工用語の個所は 「 」を付 した。

　韓国語の発音表記については，ＭｃＣｕｎｅ－Ｒｅｉｓｃｈａｕｅｒ式とした。

Ｌ 個 別 資 料

１． パ ン ダ ジ

　パ ンダジ （魁せ。１・半開，半櫃） は，前面の上半分だけを開閉する櫃で，各地方に

より特色のある形態，装飾金具を有するものである。その一般的特色を略記すると次

のとおりである。

　ω　平壌パ ンダジは大 きく，前面に大 きい装飾金具が多 くつけられている。その装

飾金具は直線的である。

　（２） 開城パ ンダジは平壌パ ンダジにくらべ小振 りで，装飾金具も簡素なものである。

手前に開く板 （是毛 ・門板）の木口，木端が天板 と側板 （望望 ・横板）で被われ，門

板が閉じた状態では，その木口，木端が見えな くなる方法は，他の例にない特徴であ

２） 城 田　 １９７７；鳥 海 　 １９８０；中村 　 １９１３］ を 参照 。
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る。

　（３） 京 畿 パ ンダ ジは装 飾 金 具 が小 振 りで ，，直 線 的 ， 清 潔 な 印象 を与 え る。 ソ ゥル を

中心 とす る地 方 で作 られ た も ので あ る。

　（４） 慶 尚 道 パ ンダ ジ は ，最 も小 振 りな もの に属 す る。木 理文 が は っ き り と出 て い る

の が 特 色 で あ る。

　（５） 全 州 パ ンダ ジは燕 尾 蝶 番 をつ け， 内部 の上 部 に ３つ の 引 出 しがつ け られ て い る。

　⑥ 　済 州 パ ンダ ジは ，済 州 道 の気 候 が ，比 較 的温 暖 湿 潤 で あ ると こ ろか ら， 重要 書

類 や 記録 を湿 気 か ら守 るた め に使 わ れた ［Ｗ ＩｃＫＭＡＮ　 ｌ９８０：７２］。

　 パ ンダ ジの 中で 全北 ，胡 南 地 方 の形 はや や薄 い感 を与 え るが ，北 の平 安 道 産 は や や

厚 くて重 い感 を 与 え る ［嚢 　 １９８３：４７］。

　 形態 の サ イ ズや プ ロポ ー シ ョ ン と装 飾 金 具 によ って ，生 産 地 や使 用 地 の特 定 が で き

る こ とは ， 日本 に おけ るた ん す の場 合 と同様 で あ る。

Ｗ ｉｃｋｍ ａｎ はパ ンダ ジ に ｂｌａｎｋｅｔ　ｃｈｅｓｔとい う語 を あ て て い るが ， これ は， そ の本

文 中 で も，寝 具 入 れ で は な い とい う記 述 が あ り， こ のパ ンダ ジの上 に積 み 重 ね る こ と

は あ って も，パ ンダ ジの 中 に入 れ る もの で は な い。 な ぜ ｂｌａｎｋｅｔ　ｃｈｅｓｔと名 称 を 与 え

た か は ， 中 国に お け る同型 の家 具 の使 用 法 を類 推 した もの と考 え られ る３）。

　 む しろ．衣 類 や 身 の ま わ りの 品 ，書 類 ，文房 具 を入 れ るた め に使 わ れ た可 能 性 の方

が 高 い と考 え られ る。

　 これ らを念 頭 に置 いて以 下 の標 本 をみ て み よ う。

例 １　 ［標 本 番 号 ］ＨＯＯ８０９１４ タ ン ス ［使 用 地 ］大 韓 民 国 （付 図 １）

　 全体 の 印象 で特 に挙 げ られ る もの は ，不 老 草 文４）の前 金 具 と， つ や の あ る塗 り， そ

して ， 内 部 に設 け られ た 小 引 出 しと棚 で あ ろ う。 これ らか ら， 全 州パ ンダ ジに近 い も

のだ と い う こ とが で き る。

　 幅 １００．５ｃｍ，奥 行 き ５０．４　ｃｍ ，高 さ ７０．４　ｃｍ で 使 用 樹 種 は マ ツ で ，透 き漆 （顔 料

の入 らな い透 明 の うる し） が 塗 られ て い る。 天板 は厚 さ ２．６ｃｍ で， 底板 は ２．７　ｃｍ

前 後 ， 側板 は ２．４ｃｍ， 背板 は １．５　ｃｍ で あ る。 そ れ ぞれ ， で き るだ け広 い板 を使 お
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 てんいた　　　がわいた　　　せいた　　　そこいた

う とす る意 図 が あ り，天 板 ， 側板 ，背 板 ，底板 は そ れ ぞ れ 「２枚 は ぎ合 せ ５）」 で あ り

３）北京郊外の農村では同 じようなかたちの もので，幅 １２０ｃｍ×高 さ １２０　ｃｍ ぐらいの ものが

寝具入れと して現在 も使われている。

４）不老草文 は，中国， 日本では霊芝，ない しは芝 と呼ぶ。霊芝はサルノ コシカケ科のきのこで，

これを食べれば万病 に効 くとされ古来 さまざまな装飾に用い られて いる。

５） はぎ合せ は 「矧 ぎ合せ」 と木工用語で表記 し，同 じ厚 さの板をはぎ合せ る方法は 「平矧 ぎ接

ぎ」 と一般的に呼ばれ，１７種 の方法がある ［鳥海　１９８０：５２］。ここでは，同 じ厚 さの板を連続／
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「３枚はぎ合せ」はない。背板には約 ５５ｃｍ 幅の板が使われている。

　前面は，側板と固定される下半分の板，前板（蛙望）と，前板に蝶番で連結 し開閉で

きる上半分の門板でなりたち，それぞれ １枚の板である。

　前板 と側板は 「てんびんざ し６》」に近 い組手で，側板，背板の 「あり組みつぎ？）」

となり，これに天板，底板をかぶせる形となっている。天板，底板を側板，背板，前

板 に接合する方法は竹，または鉄 くぎを打 ちつけることによってなされ，これに， Ｌ

字形のかすがいの機能を持つ帯金具 （看看。１）で固定補強 している。

　ぶあつい板で構成された箱形の下には角材 ２本の台に相当する材が取りつけられて

いる。

　鉄の錠前の座金 （塑 謄 〉は大きな不老草文であり， ３枚の蝶番の門板側には八卦の

「離」にあたる透刻文があり，前板 には吉祥文の卍字文が打 ち抜かれ，全体の形状は

不老草文の変形とも宝相華文の一部をとったとも見える形が伸びている。門板につい

た ２個のこうもり文の座金付半月形取手の両わきには菊花文を中心に持 つ水仙花 文

（苦千祖叫）８）が配 され， また前板にもこうもり文の座金付半月形取手が ２個取 りつけ

られ，両側面には，移動，運搬のための大きな取手がつけられている。 このパ ンダジ

には部品としての金具が４７個ついており，その構造の豪快さとともに装飾金具のこの

家具全体に対するウェイ トは大きいと言わねばならない。

　 門板を開けると，内部の上端部分は棚 と３つの引出 しからなっている。引出しの両

側の淺は角が削られ半丸の面となったマッ材で，付図 １に見るように，かつての縦の

棲があったと考え られる補修のあとがある。 このような状態か ら考えても，上半部に

は，それぞれ小さなものが，しっかり区分され収納されていたζとがうかがえる。引

／させて １枚の板 とする ことを，は ぎ合せ と一般的 にい う。後述に 「あい じゃくり平 はぎ」がで

　て くるが， これは 「相決 り平矧 ぎ」で，板材の相互 の木端をＬ字形に削 りとる ことで， 「相欠

　 ぎっ ぎ」 とも 「さ くり」 ともいう ［成田　 １９７７：１］。

６） 「てんびんざ し」 は 「天枠差 し」 と表記 し 「天秤組接 ぎ」 ともい う。板 の組手接 ぎの 「蟻組

　接 ぎ」 の １種で，台形に見える木 ロの上辺が狭 く，ちょうど， はか りのバ ランスをとる支点 と

　同 じ形に見え ることか らこの名称 があ る ［中村　 １９１３：２４０；成 田　 １９７７：１３６］。

７） 「あ り」 とは 「蟻」・で英語で はその組手 のかた ちが 鳩の尾 の よ うに 広 が って い る た め，

　ｄｏｖｅｔａｉｌ　ｊｏｉｎｔと言 う。 組みあわ され た板材の組手 の木 口が， 片面では，この鳩の尾の ように

　台形になり， もう一方の面では矩形 とな って並ぶかたちの接合法 を言 う。また，狐の尾 の形を

　 していると も見たて ｆｏｘ　ｔａｉｌともいう ［中村 　１９１３：２４２；成 田　 １９７７：８］。

８）号牛母叫は，正確な ところどう翻訳するのか筆者にはわか らないが，千組斗は明 らかに水仙

　花で あり，形状か ら鳳仙花文 （暑亙叫）とも考 え られず，一応水仙花文 と記す ことに した。また

　 同形の文様 を梨花 （。偉Ｄ文 と表現 する場合 もあり，宝相華文を苦千組 叫文 と表記 している場合

　 もあ り判然 としな い ［嚢　１９８３：１２７－１３３；鄭　 １９７４ｂ：９８４］。 苦は鳳の意であり，鳳水 仙花か

　 も知れない。

　　 「水仙 は，新春 の瑞兆花とされ，冬 の表象 とされている。また水仙の仙 は天仙 の仙であるた

　 め吉祥 の花 とされ ている」 ［岡登 　１９６８：１６５］。 ただ文様 の花弁が ５枚であるので， 他 の花 が

　 モヂー フかも知れない。
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出 しもそれ ぞ れ 幅 ２５．８ｃｍ ，奥，行 き ２２．５　ｃｍ，高 さ ６，５　ｃｍ ，幅 １６．４　ｃｍ，奥 行 き ２２．５

ｃｍ ，高 さ ６．５　ｃｍ と浅 く，小 さ く，文 房 具 や 小 さな 品 物 ，書 類 な どが 収 納 され るよ う

に な って い る。

　 両 わ きの棚 は， 前板 か ら背 板 へ渡 す か た ち にな って お り， 内 部 の様 子 か ら見 て ，

「済 州 パ ンダ ジは ， そ の気 候 の理 由で ， 重 要 な書 類 や 記 録 を湿気 か ら守 るた め に使 わ

れ た」 ［Ｗ ＩｃＫＭＡＮ　 １９８０：７２］ といわ れ るが ， この■ｘｅンダ ジ もま た ， そ う した使 わ れ

方 を した と見 るの が 妥 当 で あ ろ う。

　 再 び表 面 に も ど り，門 板 と側 板 と の関係 につ い て注 意 して お きた い 。門 板 は， 側板

に対 し， か ぶ せ蓋 の よ うな 関係 で あ る。

例 ２　［標本番号］ＨＯＯ６７４４６貴重品入れ ［使用地］京畿道

　 この資料の情報カー ドには 「金品や書類などの貴重品を入れておくもの」と書かれ

ている。

　幅 ９６ｃｍ，奥行 き ４５　ｃｍ，高さ ７８．６　ｃｍ で，前述のパ ンダジよりやや小振りで，

天板，底板の厚さは ２．４　ｃｍ，側板，門板，背板の厚さは ２．１ｃｍ－２．２　ｃｍ で，底部に

は２本の角材が台 として，それぞれ，３本の鉄 くぎで打 ちつけられている。

　背板は 「あいじゃくり平はぎ」の２枚はぎ合せで，底板 も木口面から見ると同じよ

うな接合になっている。 しかも木材が収縮 して，離れてしまった接合面を見ると，２

本の 「木口取 り雇いざね」が見え，これによって接合を強化安定させていることがわ

かる。このことから，背板のはぎ合せ も同様の手法がとられているとも考えられる。

　天板 と側板は，「㌍枚あり組みつぎ」で，補助的に数個所鉄 くぎを打ち付けたとこ

ろが見 られる９）。後に捕修されたものかと思われる。

　側板 と底板は 「１１枚あり組みつぎ」となっているが，同じ 「あり組みつぎ」でも，

上部と下部 とで精粗がある。

　側板 と背板は 「鉄 くぎ打付 けつぎ」に見える。

　前板 と側板のつぎては，側板面に前板の厚みの半分ほどの 「ほぞ１０＞」が一定間隔に

３本見 られる。 この接合は， 「通 し小根小ほぞ組みつぎ」の場合と 「散らし小ほぞ組

みつぎ」の場合とが考えられるが，前板の板幅が ３７．６ｃｍ もあり，前者 とも考え ら

れるが，側板の前板との接合面がやや欠きこまれていることを考慮 に入れれば，後者

９）鉄 くぎには，ハ ンドメイ ドの鍛造の鉄 くぎもあれば，いわ ゆる洋 くぎとい う工業生産 された

　 もの もある。補修用には， くぎの頭に格子が入 った新 しい くぎが使用されている。
１０）主 として角材 どうしを直角方向に接合するた め，接合す る一方の部材の木口部分につ くる ４

　角の突起 ［成田　 １９７７：１８９］で， ここでは板材接合に 「柄」が使われてい る。英語では ｔｅｎｏｎ。

　 「ほぞ組みつぎ」 も多様な方法 がある。
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でも十分な接合になり得 る。

　門板 も前板 も，側板を欠 きこんで，そこにはめこまれたような仕上げになっている。

前述の門板 と側板の例とは異なる方法である。

　板の一部が欠損 したり，組み立ての過程で欠損 した部分があると，のちに別の木材

を埋めこむようにすることは他の例でもしばしば見受けられることである。この場合，

天板左前部と底板，側板の接合部にそれぞれ １カ所見受けられる。

　金具は比較的少なく，次のとおりである。門板と前板を連結する４つの蝶番は，全

体の長さ ２３ｃｍ，幅 ９ｃｍ の燕尾形蝶番で，卍字文の透刻がある。

　門板の左右には菊花文の座金をもつ半月形取手１１）がある。 取手が板 に当る位置に

は座金をつけて，板に取手が直接触れて傷がつかないようにすることは一般的に行わ

れることだが，この場合，取手 と取手受け金具の関係 というには不十分な位置に花形

座金が打 ちつけられている。

　施錠する部分の座金，前金具は高さ １６．５ｃｍ で幅 １９ｃｍ と大 きく，燕尾形金具に

卍字文の透刻が入っている。これは，天板の雲形文様金具に形態としてひと続きにな

っている。

　錠をかける天板からＬ字に下がる金具 （噌萢朗）の厚さは ６ｍｍ である。

　前板中央部にはこうもり文の装飾金具が取 りつけられている。これは，門板が開い
　 　 　 　 　 　 　 　 かん

た時，錠前を通す銀が前板に直接あたらないような位置にある。

　 また，左右の側板 には移動，運搬用の取手金具が取 りつけられている。この取手の

２つの回転軸は水平になっていず，また左右の取手の位置は側板の中央部から少 しず

れ，高さも左右で異なる。

　 取手や施錠用金具は，銀状の金具で固定され，この銀状金具は，木部に穴を開けて，

たたきこみ，裏側で，その先端を割 りピンのように曲げる方法であり，この固定法は

他の例においても同様である。

　 蝶番は，後に取 りつけられたものである。門板 と前板双方の木端面に平蝶番を取 り

つけていたと見られる欠きこみが認められる。

　 底板，背板 ともに 「鉄 くぎ打付けつぎ」の個所が多 く近年補修を したものだという

ことがうかがえる。

例 ３　 ［標本番号］ＨＯＯ８４７６８パンダジ　 ［使用地］済州島 （写真 １）

　仕上げは透明の塗りで， その装飾金具から見て典型的な済州パ ンダジである。 幅

１１）半月形取手（蛙せ号翁）は，わが国では，これと同様の形状のものを蕨手 （わらびて）形の取
　手というが，わらび手様の取手は確かに半月形取手よりまきこんだ形のようである。
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写真 １　 例 ３　 タ ンス　 現地名　壁せ。１（ｐａｎｄａｔｉ＞，使用地 　済州島

８６．７ｃｍ，奥行 き４４．５　ｃｍ，高さ ７３．５　ｃｍ で，天板の木目方向にほぼ直角に，鉋様の

刃物で削ったような凹凸があり，ニレの木理とあいまってうね りのように見え，その

荒々しさが印象的である。

　厚さ １．８ｃｍ ほどの天板 と厚 さ １．５　ｃｍ の側板 は 「９枚あり組みつぎ」で，側板 と

天板双方から竹 くぎを打ち付けて強化している。左右の側板は木目方向の違 うはぎ合

せ，つまり木端面 と木口面をはぎ合せた状態である。このようなはぎ合せは，あまり

例を見ない。一般的に板の木端間の収縮率が大きく，板の長手方向，つまり木口間の

収縮率は小さい。材の乾燥が不十分の場合，または湿度の変化によって，この差が大

きくなるので通常 こうしたはぎ合せは避けるものである。 しかしこの場合，さして材

が動いたようには見えない。はぎ合せの方法 としては 「本ざね平はぎ」 「雇いざねは

ぎ」「やはずはぎ」「合いくぎつけつぎ」などの方法が考えられるが，表面か らは判別

できない。

　背板は幅 ４４．５ｃｍ の大 きな板 と， ３枚の幅の狭い， しかも長方形ではない板がは

ぎ合されている。背板は，側板，天板に数カ所鉄 くぎでとめられているように見える。

　底板は，背板，側板 に対 して欠 きこみの底 となり，前面には底板の木端面は出ない

かたちに処理されている。

３７２



車　 国立民族学博物館所蔵の韓国の収納家具

　前板は厚さ １．４　ｃｍ，幅 ３０　ｃｍ と ７ｃｍ の ２枚はぎ合せで，　Ｌ字形帯金具で接合

強化されている。

　前板 と側板，底板の接合は接着剤 と竹 くぎで接合 した上で，五字型帯金具で接合強

化 したのか，その他の方法がとられているのか詳細はわからない。

　厚 さ １．４ｃｍ の門板は，側板に対 してかぶせるかたちとなり，前面か ら側板は見え

ない。

　 ３個の蝶番は卍字形透刻文を持つ不老草文様の金具で，錠前座金 も， 幅 ２４ｃｍ の

大きな不老草文様 に，蝶番 と同様，卍字形透刻文がある。

　取手は菊花文様の座金に半月形取手が左右に配されており，この左右の取手位置は

高さが １．５ｃｍ ほど違 っている。また，取手が板にあたる位置にはこうもり文の座金

がつけられている。

　門板の両脇の正四角錐の金具は広頭 くぎ（暑早碧）と呼ばれ，ふつうはくぎの頭を隠

すために使われるのだが，ここでは装飾性を高める目的のみで使われている。

　前板，門板の四隅の隅金具は，門板の場合は前面のみで，側面への折れ曲りはな く，

前板のそれは側面へ曲りこむ金具 となっている。
　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 れんぽう

　前板 と側板，底板を接合する金具は，かんざし文留め金具（司司看看。））と蓮峯形の

Ｌ字留め金具の ２種である。天板と側板，側板 と底板には留め金具は用いられていない。

　左右の側板には移動運搬用の半月形取手金具があり，金具はいずれも鉄製で，ふ く

らみが大きく，重量感がある。そ して，金具が装飾金具だけではなく，接合部の接合

強化をする金具 も前面にだけ施されており，正面から見える部分だけに意を注いだよ

うにみてとれる。

例 ４　 ［標本 番号 ］Ｈ ＯＯ６７４４４ タ ンス　 ［使 用地 ］ 大 韓民 国 （付 図 ２）

　 情 報 カ ー ドには 「全 州 地 方 で 使 わ れ た もの で， 男 の 間 ，舎 廊 （社 馨）に置 き，身 の ま

わ りの品 を 入 れ るタ ンス 。通 称 マ リチ ャ ン （ロ｝司 社）」 と記 され て い る が， 叫 司を で は

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ジヤン

な く司 司を （ｍ６ｒｉｊ　ａｎｇ）だ と考 え られ る。 所 謂 全 州櫨 （社 手 を ・ｃｈ６ｎｊ　ｕｊａｎｇ）と呼 ば れ

る もの で あ る。 見 た と こ ろ ２層 に積 み 重 ね た二 層 臓 の よ うに見 え るが ， これ は一 体 の

も ので あ り， しか も， 下 部 に は門 板 が あ り，パ ンダ ジ同 様 の 使 い方 が考 え られ る。

　 全州 パ ンダ ジは 内部 に引 出 しを持 って い る。 しか し， こ の全 州 臓 で は ， 引 出 しは内

部 に あ る ので は な く，表 面 にあ らわ れ ，両 開 き扉 の つ い た別 の収 納 部 分 が つ け加 え ら

れ ，全 体 の寸 法 が ，幅 ９０ｃｍ ，奥行 き ３８．８　ｃｍ ，高 さ ９５　ｃｍ で あ り， これ か らもわ

か る よ う に，収 納 容 積 は拡 大 され て い る。
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　パ ンダジの機能が拡充されたものがこの全州臓だとも考えられるし，同 じような発

想か ら，小型のもの大型のものと２つに区分され全州パンダジと全州臓の形を生んだ

のだとも考えられそうである。

　天板と側板，側板 と底板はそれぞれマッ材の 「８枚あり組みつぎ」で，板厚はいず

れも２ｃｍ。背板厚さ ２．３　ｃｍ で，幅 ３４　ｃｍ，２４　ｃｍ，３２　ｃｍ のマッ材が横に平はぎ合

せとなり，鉄 くぎで側板，天板，底板 に打 ちつけられている。

　前面は クリ材 からなっており，前面上半部は ２ｃｍ×２．３　ｃｍ の円弧の断面形状の

面縁で構成され， その４隅は 「留めつぎ１２）」 になっている。 これが単なる留めのっ

け面か，「留め形かくしほぞつぎ」かは不明である。横桟 （到号）や小束 （童子木一井

早暑ス｝や７１号）は合せ面のみの接合で，金具で押えこむかたちである。

　 ３個の引出し （幅 ２６ｃｍ，奥行 き３３　ｃｍ，高さ ７．２　ｃｍ） は材質 と仕上げから見て，

新たに作 られたものである。

　両開き扉は板厚 ｌｃｍ で上下に板のそりを防止するための 「留め形端ばめ１３）」があ

り，通常留め形はしばめは，①留め打付け端ばめ，②通 しほぞ本ざね留め端ばめ，⑧

本ざね留め端ばめなどがあるが，この場合は①である。

　下半部はパ ンダジと同 じように門板があり，この裏面の両脇に縦 に穫木が打ちつけ

られている。この淺木があれば，実質的には蝶番は不要 となるはずである。

　両開き扉には，長寿の象徴である 「波上の亀」が彫刻されている。よく見るとこの

亀には耳があり，玄武の古型における亀１４）と同様の多分に想像的形象 となっている。

　金具は総て鉄製で，引出しにはこうもり文の取手がつけられ，両開き扉の蝶番は少

し扉に対 して大きすぎる蝶文様である。蝶文様は舎廊房 （ス隠 暗）や舎廊棟 （スト馨刈）の

家具にではなく，女の部屋，内房 （蛙耳Ｄの家具に多 く見 られるものである。

　扉の錠前座金は宝相華文であり，上半部の横穫ｉ（到暑），柱 （７１Ｘ），小束はそれぞれ

Ｔ字形，Ｌ字形留め金具や， １字型平金具で接合強化されている。また天板，側板，

背板，底板はそれぞれ隅金具と■字形帯状金具で接合強化されている。

　下半部は，門板，前板に蝶番 ４個がつけられ，錠前座金，９個の隅金具，前板と底

板を接合する１２個の金具があり，全体的に双喜文様の透刻がなされている。門板と前

１２）「留めつ ぎ」は ｍｉｔｅｒ　ｊｏｉｎｔ。 ２つの部材を直角に接合するとき， 両部材の角を半分ずつ削り

　 とって接合，接着する方法で，ふつ う ４５０ずつに削る ［成田　 １９７７：１４３］。 後述の 「留め形通

　 し平ほぞつ ぎ」 もこの一種である。

１３）「留め形端嵌め」で，「端嵌め」または 「端食み」 の一種。広幅厚板の木 口の割れや反張 （そ

　 り）を防 ぐために用 い られる方法 ［成田　 １９７７：１６２］で，正倉院の 「赤漆文梱木厨子」な どに

　 もこの技 法が使われて いる。

１４）た とえば唐時代の玄武，石 室彫飾文 ［渡辺　１９７１：２５０］。
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板には菊花文座金を持つ半月形取手が配され，また花形の装飾金具がつけられている。

左右の側板 には門板，前板のと同じ半月形取手がある。

２． 銭 箱

　 民 博 には ３点 の銭 箱 が 収 蔵 され て い る が， そ の いず れ も， 大 振 りで あ り，貨 幣投 入

口 の あ るタ イプ で は な いか ら， 日本 の江 戸 ～ 明 治 の 頃 ，商 家 の 店 先 で使 わ れた よ うな

銭箱 と同 じ性 格 の もの とは 考 え られ な い。貨 幣 の ス トック に使 用 され た も ので あ ろ う。

それ に して も， なぜ この よ うに大 振 り の銭箱 が必 要 だ った の だ ろ うか。 こ の こ と につ

い て ，米 国 の 宣 教 師 で あ り， 医 者 で あ り， 全 州 で 過 ご した Ｍ ａｔｔｉｅ　Ｉｎｇｏｌｄ の１８９８年

の ノ ー トに は次 の よ うに記 され て い る。 「も し朝 鮮 の貨 幣 が ， そ の重 さ と不 格 好 さ に

比 例 して価 値 も大 きい もの で あれ ば ，朝 鮮 の民 は豊 か な 国民 にな った で あ ろ う。 彼 ら

は 流通 媒 体 と して １つ の貨 幣 しか 持 た な い。 それ は ，見 た とこ ろ黄銅 で ， われ わ れ の

２５セ ン ト硬 貨 と同 じ ぐ らいだ が ， そ れ は， 大 きか った り小 さか った りの イ レギ ュ ラ ー

・サ イ ズな の で あ る。 この貨 幣 を外 国 人 は “キ ャ ッ シュ” と言 い， 当地 の言 葉 で は １

つ の硬 貨 は “プ ー ン”で あ り，１０プ ー ンは １ トン， １０トンは １ニ ャ ンで あ り， １００プ ー

ンが ・ニ ャ ンで あ る．… 個以 上 と もなれ ばひ もで結 ばれ る． ・プ ー ンは振 ン トで，

１００プ ー ンは １０セ ン トとな る。　 ５ ドル の 買 い物 を しよ うと思 え ば ， ５０００個 の “キ ャ

ッ シュ”が 必 要 で あ り，貨 幣を 入 れ るた め の ほ ど良 いサ イ ズ の強 い箱 が 必 要 で あ る

［Ｗ ｌｃＫＭＡＮ　 ｌ　９８０：７６］。

　 こ の コイ ンは ，１７世 紀 よ り鋳 造 さ れ た常 平 通 宝 で あ り， 李 朝 末 期 には ， こ う した銭

箱 が相 当数 作 られ ， 使 わ れ て いた と考 え られ る１５）。 も っ とも， 穀類 や布 吊 な ど の 物

々交 換 も盛 ん に行 わ れ て いた。

　 銭 箱 は芒 刊 （ｔｏｎ’ｇｗｅ）で あ り，李 朝 の貨 幣 の単 位 は分 （甚），銭 （９），両 （せ）で あ っ

た 。 この銭 が貨 幣 を代 表 す るい い方 にな って い る の はわ が 国 と同様 で あ る。

例 ５　 ［標 本 番 号］ ＨＯＯ８４７６９ 銭 箱 　 ［使 用 地 ］慶 尚道 （付 図 ３）

　 これ は， ３点 の銭 箱 の うち で最 も軽 い。 そ れ は ，使 用樹 種 が キ リで あ る こ と， そ し

て ， そ の板 厚 が １．２ｃｍ と比較 的薄 い こ と に よ る。

　 サ イ ズ は 幅 ６３．２ｃｍ ，奥行 き ３１．７ｃｍ，高 さ ３５．２　ｃｍ で ３点 の銭 箱 の 中で 最 も小 さ

１５）１６７８年以降官鋳の小額貨幣であ る 「常平通宝 （４角の穴 が開 いた銅貨で葉銭 （ヨグチ ョン）

　 と通称された）」が常時鋳造され， 広 汎に流通するようにな った。 これ は商品貨 幣経済 の全般

　的展開の反映で，限 られた流通範囲 しか持たない大型貴金属貨 幣とは意 味が違 う［梶村　 １９７７：

　８０］。
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い 。

　上面のうち開閉する蓋板は ２０．４　ｃｍ の奥行きである。

　前板，背板，底板は，すべて ２枚はぎ合せで，前板は １枚の板を２枚に切 り開いた

かたちで使われており，上下の板の木理は対称になっている。前板と側板，背板 と側

板の接合は，やや不ぞろいな 「１３枚あり組みつぎ」で， 数カ所，断面 ４ｍｍ 角の竹

くぎが補強に使用され，天板 と側板，背板 との接合は 「竹 くぎ打付けつぎ」で，底板

は前，側，背各板 に２０本の竹 くぎが打ちつけられている。

　底板の下には ３．ｌｃｍ×１．８ｃｍ の断面の角材の台部がある。

　鉄金具は多 くなく簡素である。 ２つの蝶番は燕尾文というには曲線が少ないもので

あり，錠前座金も直線的で，円の透刻が並ぶだけのものである。蓋板の桟木の取 り付

け用の竹 くぎの頭を隠す鋲も直径 １．８　ｃｍ くらいの花弁文で４つあるだけである。前

板と背板に花弁文座金付 きの半月形移動用取手金具がついている。

　 この銭箱には，蝶番と共に，同じ機能を持つ桟木が，蓋板の裏面に２本打ちつけら

れている。

例 ６　 ［標 本 番 号］Ｈ ＯＯ８４７７０ 銭 箱　 ［使 用 地］ 京 畿道

　 幅 ８７ｃｍ，奥 行 き ４１．８　ｃｍ ，高 さ ３７．８　ｃｍ で ３つ の 銭 箱 の 中で い ちば ん大 き く，

カ エ デ材 の よ うで あ る。 全 体 の板 厚 は ２ｃｍ で ぶ あつ く，底 板 の下 に は ３．６ｃｍ ×４ｃｍ

の断 面 の角 材 が 箱 を支 え て い る。蓋 板 は ，正 確 な 長 方 形 で は な く，手 前 両 側 か ら中 央

部 の金 具 の位 置 ま で ，奥 行 き寸 法 が漸 増 し，中 央 の金 具 の位 置 が ，箱 の身 （前板 ） よ

り前 に突 き 出た よ うに な って い る。

　 木 材 は フ シが多 く，各 面 に ヒビ割 れ が あ る。

　 前 板 と側 板 ，側板 と背 板 は 「１５枚 あ り組 みつ ぎ」 で ，蓋 板 ，天 板 ，底 板 は ち ょ う ど

ロの字 形 に な るよ うに側 板 ，前 板 ， 背板 に それ ぞれ か ぶ せ るよ うな取 り付 け方 と な っ

て お り，底 板 は， 「鉄 くぎ打 付 けつ ぎ」 で ，側 板 ， 前板 ， 背板 に接 合 され て い る。

　 底 板 の み ２枚 はぎ で ， 「相 じゃ くり平 は ぎ」 とな って い る。

　 鉄 の蝶 番 は １４．２ｃｍ ×３．３　ｃｍ の 簡単 な ものが ２枚 で ，錠 前 座 金 は， 蓋 板 の 方 が幅

１５．６ｃｍ ，奥行 き １７．８　ｃｍ の雲 文 の 雰 囲気 もあ るが ，矩 形 の 印象 が強 い も ので あ る。

前板 側 の錠 前 座 金 も幅 １５．６ｃｍ ，高 さ １８．３　ｃｍ の矩 形 で あ り， 円 形 の透 刻 が あ る。

　 側板 ，前 板 ，天 板 ， 底板 は そ れ ぞ れ，３４個 の蓮 峯 形 Ｌ字 形 金 具 で しっか り補 強 固定

され て い る。 この う ち底 部 の ■字 形 金 具 は片 方 が かす が い状 にな った金 具 で あ る。

　 前記 標 本 とは異 な り，移 動 用 取 手 金 具 は両 側 板 に取 り付 け られ て い る。
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例 ７　 ［標本番号］ＨＯＯ６７４４３銭箱　［使用地］大韓民国

　情報カードには 「李朝時代に使われたもので，俗称棄銭 と呼ぶ。ナワで通 したもの

を入れてたくわえる」 とある。

　 幅 ６３．５ｃｍ，奥行き ４０　ｃｍ，高さ ４０　ｃｍ でニレが使われているこの銭箱は小振 り

だが，ガ ッチリした印象を与える銭箱で，天板，蓋板は厚 さ ２．４ｃｍ で，側板，底板，

背板共に厚さ ２ｃｍ。底板は板幅 ３０　ｃｍ と １０ｃｍ の ２枚の板がはぎ合されている。

　 前板，側板，背板は 「１７枚あり組みつぎ」で接合され，竹 くぎの使用はない。天，

底板は 「鉄 ぐぎ打付けつぎ」で，蓋板と天板は，前述 ２点と異なり蝶番はなく，蓋板

裏側にくぎで打ち付けられた２本の桟木があり，施錠 した時，蓋板がはずれないよう

になっている。

　 金具は，錠前部分のみで前板上部に幅 １６ｃｍ，高さ １３ｃｍ の卍字透刻文のある不

老草文座金をもつ錠前さし金具があるのみの簡素なものである。

　 内部には，その各隅部分に，手すきの紙が目張りされ，底板の部分は全体に紙が張

られている。また，底板のはぎ合せ部分が，板の収縮によってすきまができ，そのす

きまを埋めるために使われている紙は第 ２次大戦後の新聞紙である。

　 この紙張りの様子から考えると，銭箱 としての機能を終えた後 も，何 らかの別の用

途，例えば，穀物櫃のような用途に供されてきたものと見ることができよう。

３．　 大庁 ，饌 房用家 具

　米 櫃 （羽 午）は ，他 の家具 と く らべ ， きわ め て 特徴 的 な形 態 で あ り， そ の デ ィ テ ール

も， 注 目す べ き もの を持 って い る。

　米 櫃 に つ い て ，野 村 孝 文 は 「慶 南 山清 郡 の一 農家 の主 屋 棟 大 庁 の 後壁 の板 壁 に ４分

の １間 の 深 さ の 日用 の穀 物 収蔵 庫 が あ る。 これ もテ ィジ ュ と言 って い るが ， こ れ は桐

華 寺 や 双 涯寺 な どに も， も っ と規模 の大 き い も のが あ る。 これ を 主 屋棟 外 に独 立 させ

て造 った もの が威 陽郡 や 順 興 地 方 の京 で あ る。 これ は四 起 （四 柱 脚） の小 倉 で あ り，

累 木 式 で は な い が ，檸 京 に関 連 が あ るの で は な いか」 ［野 村 　 １９８１：１５４］と して ，「独

立 した米倉 が 建 物 に近 く設 け られ ， つ い で建 物 内で 間 （カ ン） とな り， さ らに造 りつ

け の収 納 施 設 とな り，遂 に一 つ の家 具 に な った とい う経 路 が考 え られ そ うで あ る１６）」

［野 村 　 １９８１：１５４］ と述 べ て い る。

１６）元，王槙 の 「農書 」の倉庫の項 によると高床方形の木造の倉庫である京 （椋） は湿気 が多い

　 南方起源で，地面に直接建て られる円形倉庫 の困 （きん）は北方 系統の ものとされている。

　 　三国時代の高句麗人の庶民住宅で は 『新唐書』「高麗伝」に 「積木為楼」 と言 い，『魏志巻三

　 〇』には 「無大倉庫家毎有小倉云之檸京」の句があ り，累木式 （校倉造 りに似 た井韓式 ・クイ

　 トルチプ）の建物 と高床式の建物があ ったことが知 られ る ［野村　 １９８１：１３２－１３４］。
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　米櫃が据え られる大庁 （朔捲）自体，米の収蔵空間の性格を持つものと指摘されてい

ることや，この米櫃の上には，帝釈壷（刈・需■）または祖先壺 （王祖■）が置かれること

から見ても１？）， あるいは 「例えば， 中部朝鮮民家の板の間，即ち大庁 （叫早）があっ

て，そこに成造 （層王，層午）という家宅をまつっている」［秋葉　１９５４：３３］ことな

どを考え合せると，きわめて興味深い家具だということができる。

　 しかし，単に穀物収蔵 という点から言えばこの米櫃だけが使用された訳ではなく，

釜屋 （日ｏ荊ｒｒヨ）の一部に穀物壷を置いて収蔵する場合 ［野村　１９８１：１５８］もあれば，稲

ワラで作ったマンテギと呼ばれる穀物籠もあるという。

例 ８　 ［標 本 番 号］ ＨＯＯ９５３２６ 米 櫃 　 ［使 用 地 ］大 韓 民 国 （付 図 ４）

　 大 きさ は幅 １０８．９ｃｍ，奥行 き ６６．８　ｃｍ ，高 さ １０．４　ｃｍ で あ る。 情 報 カ ー ドに は サ

ル トウ ジ ュ とあ るが 「壁司 」 は米 を は か る升 ， ま た は約 １升 の米 の意 で あ り， 「量羽

手」 と 「羽 手 」 は ほ ぼ 同 じ意 味 に使 わ れ て い る ので あ ろ うか。

　 前 面 の ケ ヤ キの板 は ｌｃｍ ほ ど の厚 さで ， およ そ ，幅 ７３　ｃｍ ，高 さ ５６　ｃｍ の １枚

板 が使 わ れ て い る。 そ の表 面 は木 理 が く っき り浮 ぶ よ う，平 滑 に され て い るが ，裏 面

は鋸 断 した ま ま の こん跡 が あ る。

　 構 造 材 はマ ツ材 で ， １２ｃｍ ×６ｃｍ の柱 脚 ， １３　ｃｍ ×６ｃｍ の前 後 の 上権 ， １０・５　ｃｍ

Ｘ６ｃｍ の側 面 の 上椎 お よ び下 椎 の 角材 に よ って 構 成 され て い る。 角 材 に は， ８ｍ ｍ

の面 取 りが 施 され て い る。 この 重 厚 な構 造 材 の接 合 はそ れ ぞ れ次 の よ う にな って い る。

　 下 端 か ら ２２ｃｍ ほ ど あが った とこ ろ に下 椎 が あ り柱 材 に対 し前 面下 枢 は 「か ぶせ

面 肩 付 き通 し平 ほ ぞ つ ぎ」 で あ り， 側 面 下 椎 は 「か ぶせ 面 肩 付 き ２枚 通 し平 ほ ぞ つ

ぎ」 で あ る。 これ らの 関係 は， 「通 し違 い ほ ぞつ ぎ」 と呼 ば れ る もの で あ る。 しか も

側 面 下 権 の ， 前 面 ， 背面 に貫 か れ た ２枚 の ほ ぞ の 木 口面 に くさ び状 の部 材 が あ り，

「くさ び締 め ほぞ つ ぎ １８）」 の状 態 に な って い る と考 え られ る。

　 上 部 の各 部材 は 「上端 留 め形 井 桁 組 み つ ぎ１９）」 で， 手 の こん だ もの で あ る。 この

部 分 は ，部 材 の木 目方 向 か らみ る と， 後 に一 部 ，折 れ た 部分 を埋 め な お した と考 え ら

れ る 。

１７）板間には米櫃を置 き，上 には竜尊鉦 （竜文の壺） と白磁 の壺を置 く ［朱　１９８１：１１５］とあ り，

　帝釈壺 と祖先壼 に対応させ られ る。

１８） この場合の 「くさび締め ほぞつ ぎ」は通 しほぞ とほぞ穴のす き間 に くさびを打 ちこみ，ほぞ

　の接合力を増すための接合法である。

１９） 「上端留め形井桁組 みつ ぎ」は継手，仕口の用語 として はあ らわれないが， この組合 され た

状態を表現す るのに適 当な言い方 がな く，仮 りにこう呼んでお く。 しか し，この表現 だけで も

　不十分で，更 にいうな らば 「上端留 め形変形井桁組みつぎ」 とで もしなければな るまい。
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　この 「上端留め形井桁組みつぎ」の仕口と，柱が底部から下に伸びている形が，大

きな特徴である。

　蓋板は，前の半分の板で幅 １０９ｃｍ，奥行き ３５　ｃｍ，厚さ ４ｃｍ で，前面から押 し

上げて使 うようになっている。 ３ｃｍ×３．５　ｃｍ の断面の角材が蓋板の裏に２本，「鉄

くぎ打付けつぎ」 にされている。 後の半分の天板 は， 井桁に組まれた上権 に大 きな

「鉄 くぎ打付けつぎ」になっている。

　前面の錠前座金は，正方形 と円形の枠を持つ４つの卍字文の透刻があるだけの簡素

なものである。

　側面，背面，底面 ともマッ材の板で，側面板は横位置に３枚の板が使われ，背面は

２枚はぎ合せで，手すきの紙が，そのはぎ合せ部分や柱，椎材と板材の接合個所に目

張 りされている。

　目張りはまた，内部の各隅部，底板，背板のはぎ合せ部分にもなされている。

　底板 は，厚 さ １－１．２　ｃｍ の板が ５枚はぎ合せとなり，部分的に隅木を打ち付け，底

板が抜け落ちないように補強 しているが，全体として収納家具の底板の処理としては，

不十分な感を与える。特に全体の構造に重量感があり，蓋板，天板は厚さ４　ｃｍ もの

板が使用されていることか らみても，底部の処理が疑問を抱かせる。

例 ９　 ［標本番号］ＨＯＯ９５３２７小豆用櫃　［使用地］大韓民国一帯

　米櫃のミニチュア版で幅 ３８ｃｍ，奥行 き ３０．５　ｃｍ，高さ ３８．７ｃｍ。情報カー ドには

「バ トトウジュ （世羽午）」 とある。米櫃 とほぼ同 じ形態，構造であるが，側面下権が

「かぶせ面肩付き通 し平ほぞつぎ」であるところに違いがある。

　総てのほぞ木口面には，木口面の十ほどの長方形の部材がさし込まれている。

　天板は上椎に 「竹 くぎ打付けつぎ」で接合されている。蓋板 と前面上橿とは施錠用

の金具はない。

　底板の板厚は一定せず，下権に底板をさし入れる小穴の幅に合せ るため，木口部分

の枝面を斜めに削り，側板 も同じように，内側の小穴 との接合個所は，板の端を斜め

に削っている。

　 この小豆用櫃よりさらに小型のものを見たことがあるが，それは，板面，構造材の

総て校倉造りの印象を与えるものであった。

　 塩野谷博治の ｒ古箪笥百選』 には， 「穀物箪笥」 として，ここで見た米櫃に食器，

食品戸棚が下部についた幅 ９０ｃｍ，奥行き ４７　ｃｍ，高さ ９３　ｃｍ のものが紹介されて

いる。この構造材は細くきゃしゃなものになっているにも拘 らず，井桁つぎの接合方
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法 は， 形 態 と して残 存 して い る ［塩 野 谷 　 １９８０：１６－１７］。

例１０　［標本番号］ＨＯＯ９５３２４食器食物保管用戸棚　［使用地］大韓民国一帯 （付図 ５）

　情報カー ドには 「食器食物保管用戸棚，チャンチン」 とあるが，齪臓 （墨看・ｃｈａｎ・

ｊａｎｇ）の意かと思われる。三層機 （管秀茎Ｄ と形態をさす呼び方も使用される。

　僕械が置かれる空間は，齪房（墨見Ｄもしくは，齪房が別になく狭い住居では大庁で

ある。この上には各種の小盤 （左鹿Ｄが乗せ られる ［嚢　１９８３：３８－３９］。

　 この三層の食器食物保管用戸棚は幅 ｌＩ８ｃｍ，奥行 き ５６　ｃｍ，高さ １７０．５　ｃｍ で，

一番上の両脇 に２つの浅 くて奥行きの深い引出し （幅 ２２ｃｍ
，奥行 き ５２　ｃｍ，高さ

５．８ｃｍ）がつき，引出しの下端摺 り淺は背板にほぞさしのかたちで出ている。

　 その下に３つの両開き扉がついた棚がある。この棚板間隔は上か ら順に高 さ４５ｃｍ，

５０ｃｍ，４０　ｃｍ であるが，扉板の高 さが上段 ４２　ｃｍ，中，下段 ２８　ｃｍ という違いと

横桟の配置でバランスをとっているように見える。

　柱脚は ６．２ｃｍ ×３．７ｃｍ の断面で，天板の支輪に 「通 し平ほぞつぎ」で接合され，

支輪の回 し縁 は，たがいに 「留め形通 し平ほぞつぎ」 となっている。 脚部は足台 （尋

明）に 「通 し平ほぞつぎ」で接合されている。 丸面を持 った横木，小束，横淺などは

剣留めになっているが，主要な横淺 は角材を使用 しているので，柱脚との接合は 「剣

留めほぞつぎ２０）」 であろう。　しかし，小さな鏡板 （小壁間 ・ギ固 庭）の間にある小

束 （童子木 ・７｝早号ス｝）は，ニカワで押えこむだけのものであり，これを黄銅 くぎで

固定 している部分 もある。

　 鏡板 （小壁間 ・弔弔丑や敷居の下につける板の意味の司暑一姓）は主要な骨組みの小

穴に 「追入れつぎ２１）」のかたちで固定 している。

　 天板，側板，背板などの 「追入れつぎ」の個所は，板の端部を斜めに削り出 し，小

穴と板材の関係をなじませている。

　 扉枢は留め形で，両扉は簡単な鉄の円形蝶番で固定され，中央部の右扉に取りつけ

られた鐡を左扉の留め金かけの状態になった小 さな輪になった部分へかけると，これ

で扉のかけがねの役目を果たす。

２０）　 「剣留めほぞつ ぎ」 は 「剣留め柄」 ともいい， ｍｉｔｅｒｅｄ　ｓｈｏｕｌｄｅｒ　ｒｎｏｒｔｉｓｅ　ａｎｄ　ｔｅｎｏｎ　ｊｏｉｎｔで，

　胴付 き面 が Ｖ 字形 にな っているほぞつぎ。後述 の 「剣留め通 し平ほぞつ ぎ」は， ほぞが，接合

　す る相手の材を貫いた状態をい う。

２１） 「追入れつ ぎ」は ｈｏｕｓｅｄ　ｂｕｔｔ　ｊｏｉｎｔで， ２枚の板を Ｔ字形 につ ぐとき，または長い角材 と

　板材をつ ぐとき，一方 の材，または板材の木 口をそのままほぞ として，他方の材，または角材

　 に溝をつ くってはめ合せ る接合法で， 接着剤を使 う方法 とくぎ打 ちの方法 がある。 「大入 れつ

　 ぎ」 ともい う。
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　この家具の扉の下の鏡板の裏側には ７ｍｍ の板が打ちつけられ， 部分的にフラッ

シュパネルの構造になっている。おそらく，食器の出し入れ時に横槻の部分に物がひ

っかからないようにするためであろう。

前面にはケヤキ，その他はマッの板材が使われている。

例１１　［標本番号］ＨＯＯ９５３２７食器保管用櫃　［使用地］大韓民国一帯

　食器は僕臓にも収納されるが，この例のような木の櫃にも収納された。情報カー ド

には現地名として 「ユ呉刊」とある。直訳すれば容器櫃である。

　銭箱の類よりひとまわり大きく，幅 ８８．８ｃｍ，奥行 き ５０．７ｃｍ，高さ ５２。３　ｃｍ で，

開閉する方法は銭箱のそれと同様である。

　板材は底板を除き総て１枚板で，板厚は，前板，側板，背板は ２ｃｍ－２．３　ｃｍ で，

相互に 「１１枚あり組みつぎ」で，前板から菊花文座金つきの鋲で補強 し，背板からも

頭の大きな鋲で補強 している。天板は厚さ １。８ｃｍ で，１２個の鋲で打ち付けられてい

る。蓋板は開閉時に板が横にずれないように裏側に２本の淺木が取 りつけられている。

　蓋板を開閉する時に，蓋の回転によってたえず摩擦を受ける側板の一部は摩耗 して，

くぼみができている。そして，ちょうど回転の軸にあたる蓋板の木端面も，まるくす

り減っている。従ってこれは日常ひんぱんに使用されていたことが明らかである。こ

うした開閉機構のものは古 くなれば，このように回転によって生ずるくぼみが顕著 に

なる。

　銭箱にも見 られる蝶番と共にある蓋板の裏側の桟木の意味は，どういうことになる

のだろうか。蝶番があれば，蓋板裏面の桟木は不要 となり，また回転軸の位置が変わ

るため，板の摩耗はおきない。 しか し，蝶番 とこの淺木が併用されている。

　 おそらく，淺木を取りつけるタイプが古い技法であろう。そ して，この淺木はとり

もなおさず，蝶番と同様の役割 りを果たしていたはずである。これに蝶番が取りつけ

られる時，この淺木はす ぐには取 りはずされない。蝶番のみで重い蓋板を回転させる

ことへの不安定感から，蓋板の位置決め用の淺へとその機能を変化させたのではない

だろうか。

　 さて，前板には錠前さしの金具があり，その座金は宝相華文に近いかたちである。

　底板の板厚は最 も厚 く ２．４ｃｍ で， 「鉄 くぎ打付けつぎ」で接合 した上に望頭形 Ｌ

字形留め金具で補強 している。この留め金具による補強は前面のみで，その他には用

いられていない。

　前板，側板上部に左右各 １個Ｌ字形の細い留め金具があり，同 じものが天板と側板
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の補強にも使われている。

　使用樹種はマツ （五葉）である。

４．　 舎廊房用家具

　 舎廊 房 用 の家 具 や 道 具 だ て は次 の とお りで あ る。

　 書 機 ， 卓子 機 ，衣 巨里 ，文 厘 ，依 枕 ，燈架 ， 書 燈 ， 硯床 ，硯 滴 ，筆 筒 ，考 備 それ に

屏 風 ， 大坐 楊 ， か け軸 ， 如 意 ，扁 額 ，茶 か ん ， 火 鉢 ，平 床 な ど で， その他 ，碁 盤 ，琴 ，

尺 八 の趣 味 用 品 が 置 か れ て いた ［嚢 　 １９８３：３８］。

　 しか し衣 巨里 は 置か れ て も，舎 廊 房 に続 く寝 房 にま れ に質 素 な ものが 置 か れ る く ら

い で あ っ た。

例１２　［標本番号］ＨＯＯ８９３０４書類戸棚　［使用地］忠清南道 （付図１０）

　同じかたちのものを２つ並べて使う書類戸棚を双文匝（磐モィＤという。この双文匝

の単体について見てみると，幅 ７５．５ｃｍ，奥行 き ２８　ｃｍ，高さ ３５　ｃｍ で，前面に使

われている樹種は広葉樹環孔材でハ リギ リのように見える。その他はキ リ材が使われ

ている。

　天板，側板，底板は １．５ｃｍ 厚の１枚板で，天板，両側板の接合は 「大留めつぎ」

もしくは 「留め形か くしほぞつぎ」である。両側板 と底板の接合は小穴に 「追入れつ

ぎ」である。これらの板の木端，すなわち前面は １．５ｃｍ×２．３ｃｍ の断面の面縁があ

る。背板は天板，側板，底板に 「竹 くぎ打付 けつぎ」である。背板の内部は仕上げは

な く鋸断のままである。

　前面は ４枚の 「けんどん蓋２２）」 になっている。 けんどん蓋 といっても，実際にけ

んどん式に取 りはず しできる位置は，右側から２番 目の位置だけで，他は横にスライ

ドさせて，取りはずすことになる。 ４枚とも幅が １８ｃｍ の見えがかりになっている

が，実は両わきの２枚のけんどん蓋は，側板面縁 に ３ｍｍ の溝があり， これにおさ

まって １８ｃｍ にそろうようになるのであって，実際の幅は ３ｍｍ 余分になっている。

従って，けんどん蓋は並び方が決まっており，自由にどの位置にあってもよいという

ことにはなっていない。

　単純明快な形態 とするために，このような配慮がなされていることに注目したい。

２２） 「けんどん蓋」 のけん どんは倹鈍，蓋の開閉の しか たの １つ。上下 （または左右） に溝があ

　 り，一方 （上下な らば上）の溝が深 くな っていて，蓋または戸をまず深い方へ はめてか ら浅い

方へ もどす （あるいは落 とす） やり方。和風の建具 の敷鴨居に対す るはめ方 はこの理を応用 し

　た もの。「や りかえ し」 ともい う ［成 田　 １９７７：６３］。
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　内部の上端には幅 １６．５ｃｍ，奥行 き ２２．２　ｃｍ，高さ ６．６　ｃｍ の引出しが４個横に並

び，引出しの両側の仕切りの面縁は 「剣留めほぞつぎ」で接合され，引出しの下端摺

り淺は背板から 「竹 くぎ打付 けつぎ」で止められている。

　金具は，前面のけんどん蓋の中央に黄銅の水仙花文取手金具が取りつけられ，内部

の引出 しには天桃形２３）取手がつけられている。

　双文匝の高さと幅の比は並べた状態では１ ：４を超え，水平に伸びる家具である。

例１３　［標本番号］ＨＯＯ８４７７３書類だんす　［使用地］京畿道

　乱れ文匝の現代版とも呼べそうな書類だんすで表面の塗装は新 しい。 幅 ６８．２ｃｍ，

奥行き ４Ｌ２　ｃｍ，高さ ４８．６　ｃｍ である。

　特徴は， ３枚のけんどん蓋であり，前面上部に３個の引出しがつけられていること，

そして，けんどん蓋は中央部でのみ取りはずしができること，さらにけんどん蓋をは

ずすと内部の上端部に３個の引出しがあることで，文厘の基本的要素がそのまま踏襲

され，その上に引出 しが追加されていることである。

　けんどん蓋は，前例の双文厘の場合と同様，両側板面縁に両脇のけんどん蓋が収ま

るような欠きこみがあり，それによって見えがかりを同じ寸法で見せている。

　使用樹種は主要構造は針葉樹材であり，表面の一部 と引出 しの内部にはキリが使わ

れ，表面の面張りには，厚さ ０．２－ｌｃｍ の２種類の広葉樹材 （１つは トネ リコ属の環

孔材，１つは散孔材）が使われている。

　金具は白銅の水仙花文座付天桃形取手金具が上部引出しとけんどん蓋にあり，内部

の引出しの取手は，円形座付天桃形取手である。

例 １４　 ［標 本 番 号 ］ＨＯＯ６２５４３ 文 箱 　 ［使 用 地］ 大 韓民 国 （付 図 ６）

　 幅 ９３ｃｍ ，奥行 き ３４．３　ｃｍ ，高 さ ５３．６　ｃｍ で， 甲板 面 を拡 張 す る と幅 ９３　ｃｍ ×奥

行 き ６８．４ｃｍ とな る。

　 文 匝 に く らべ 高 さ も高 く， 甲板 拡 張 の機 構 が あ り，両 開 き扉 は両脇 の 引 き戸 に フ ラ

ンス ヒ ン ジ （落 し込 み蝶 番 ） で 連 結 され ， 引 き戸 は各 々， 中央 部 に ス ライ ドで き るよ

う にな って い る。 こ う した 機 構 の もの は ，李 朝 後 期 に は登場 して い た よ うで あ る。 内

部 の 上端 に浅 い 引 出 し （幅 ２１．６ｃｍ， 奥 行 き ３１　ｃｍ ，高 さ ７．ｌ　ｃｍ ） が ３個 な らび ，

引 き戸 の下 端 部 の高 さ で， 側 板 ， 前板 ， 背板 に接 して ， 幅 １５．８ｃｍ ，、奥行 き ３１　ｃｍ の

２３）中国で は西王母の幡桃 （はんとう）は ３千年 目に一度実を結ぶといわれ，この ことか ら桃 は

生命 の果実で，長寿を表象するものとみなされ る。わが国では古事記にいざな ぎのみことが悪

　鬼を桃で追 いはらったとあ る ［岡登　１９６８：２９１］。
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棚板があった。標本では棚板はないが，棚板受けの淺を受けるほぞ穴が背板内側の桟

にあり，前板の裏側には 「あり形かけつぎ」の形が残 っており，棚受け穫木があった

ことを示 している。

　側板 と甲板の接合部に設けられた風穴（暑電）部分に，甲板を広げた時に下から支持

する角材が前へ ２本，背面へ ２本引き出せるように格納されている。

　基本的には文厘の機能をひきついだ形のようであるが，甲板部分の扱いが付加され

た形態である。

例１５　［標本番号］ＨＯＯ６２５４２文箱　［使用地］大韓民国 （写真 ２）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 らでん

　民博に所蔵されている螺鉦漆器はこの文箱の他に，膳があり，また後述の裁縫箱も

螺釦である。

　韓国において，現在も螺鋼の家具は好まれるものである。文箱 ということで舎廊房

の家具の項にいれたが，螺錨の文箱であれば内房用の家具 として使われたとも考えら

れる。

　螺鋼技術は１１，１２世紀高麗時代 にその絶頂期を迎えていた。李朝初期の意匠は，蓮

唐草文，宝相華文，双鳳文，双竜文などが用いられ，高麗期の表現にくらべ，密度が

乏 しくなり，パターンは大型化され，中期では梅竹，花鳥などの意匠が優勢となり，

写真２　螺 釦 の 文 箱

後期の１９世紀に入ると螺銀技法は小き

ざみなつなぎ合せが盛んとなり， した

がって文様よりは自然描写が多 くなり，

十長生や山水を写実的に表現する傾向

となる ［崔　 １９７４：７］。

　螺釦漆器の工程は①素地研磨，②生

漆塗り，⑧隙間埋め，④布張 り，⑤下

地 （布地）塗り， ２回，⑥砥石研ぎ，

⑦貝張り，ニカワで張 りつける。⑧糊

取 り一貝の表面 についたニカワの汚れ

を取る。⑨生漆塗り一貝の接着を強め

る，⑩漆埋め塗 り，２回，⑪砥石研ぎ

一貝が現われて平滑になるまで研 ぐ，

⑫中塗り，⑬木炭研ぎ出し一イチョウ

炭，⑭上塗り一精製漆塗り，⑮研ぎ出
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し＝小刀と木炭，⑯磨 き一歯磨き粉を豆油に練 りまぜたものを使って綿で磨 く，⑰艶

出 し＝豆油で艶を出す ［沈　１９８３：４］の１７工程である。

　この文箱の螺鋼は，前面，側面，天板 いずれも細かく切った貝による山水画であり

李朝後期の特色を持つものである。背面は麻布に塗 りが施された状態まで，つまり工

程の④ないし⑤で止められている。

　引違い戸になっているのはこの １点だけで珍 しい例 といえる。

　板厚 １．５ｃｍ の天板 と側板は 「３枚組みつぎ」で，背板は厚さ ０．８　ｃｍ の板の３枚

はぎ合せである。引違い戸の枢組は， 「肩付き平ほぞつぎ」で鏡板 （腹板）は枢の小

穴 （溝）にさし入れ られる。この鏡板 も裏面には小穴に合せるために斜めに削った部

分が認められる。 引違い戸内部の棚板は奥行き ２４．７ｃｍ で，内壁全体に文字が書か

れた手すきの罫紙が張られている。

　下部に２個のやや深めの引出しがあり，引出しの接合には鉄 くぎが使用されている。

　使用樹種は二葉のマツである。

例１６　［標本番号］ＨＯＯ８９３２３本箱　［使用地］京畿道 （付図 ７）

　この書械（刈を）または冊櫨（超そ｝）はちょうど二層幟 ぐらいのプロポーションで，幅

９９．５ｃｍ，奥行き ４８　ｃｍ，高さ １２４．２　ｃｍ である。

　鏡板はキ リの木理がくっきりでており，構造材は広葉樹環孔材で孔圏外にも道管が

散在 している。背板，側板はマツ材が使われている。

　内部には中央に棚板が １枚あり，二層に書籍類を整理することができる。大きな扉

は，上下の収納部分にまたがっており，扉を開ければ，ほぼ全体が見えるようになっ

ている。

　また ヒズメ（香暑）と呼ばれる脚部の形態も特徴的である。

　天板部分支輪は 「留め形通 し平ほぞつぎ」 で厚さ ｌｃｍ ほどの天板は支輪の小穴

に 「追入れつぎ」となり，柱脚の上端部はそのまま天板支輪に ７ｍｍ ほど入 りこん

でいる。それを支輪の上から，頭の直径 ｌｃｍ ほどの鉄 くぎで７ヵ所打ちつけている。

　柱脚はヒズメと柱の部分がひと続きになっている。 １本の ６．５ｃｍ の断面の角材か

ら３．７ｃｍ 角に仕上げる部分とヒズメ部分を彫 り出す という工程 としては大変やっか

いな要素を持っている。 しかも ３．７ｃｍ 角の柱は内丸，外丸ガンナを使わなければな

らない形状であり，ヒズメ部と柱部の際の仕上げには，相当時間を要 しそうである。

　 前面の横淺や小束はすべて，「剣留あほぞつぎ」となり，この間を小壁間 （弔明４），

や敷居の下につける板 （司暑姓）という意味を持つ小板がはめこまれる。
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　両開き扉の椎は 「留め形 ３枚組みつぎ」で，鏡板（腹板 ・斗毛）がはめこまれる。鏡

板の裏側は椎の小穴にさし入れる部分は斜めに削 られ 「こかしばめ」のかたちである。

　扉は各々３枚の黄銅の蝶番で連結され，中央部には，小さな花文座金の銀がつく。

　 ヒズメと呼ばれる脚部の間は，風穴（号墾）といわれるゆるやかなカーブの板がとり

つけられている。

　内部のマツ材の棚板は，厚さ ｌｃｍ，奥行 き ３７．７ｃｍ である。ちなみに民博に収蔵

されている四書五経の冊子は２２．７ｃｍ×３４．７　ｃｍ であり，短辺を手前にして積み重ね

て収納すれば効率的である。

例１７　［標本番号］ＨＯＯ８４７７２書類函　［使用地］慶尚南道

　幅 ５５ｃｍ，、奥行き ３２　ｃｍ，高さ ３４．５　ｃｍ で足台を除くと奥行きと高さはほぼ１：

１となる。材質は底板がマッで，他 はクリ材である。

　書類函は，簡単な構造で，蓋と身が２つの蝶番で連結されたもので，印籠蓋のかた

ちである。前板，側板，背板 の接合 は 「あり組みつぎ」で板厚は ６－７ｍｍ である。

蓋の天板は，かぶせ蓋，底板 も同様の接合である。前板，側板，背板 と蓋板および前

板，側板，背板 と底板の接合方法は不明だが，折れ金具打付 け個所の見えない部分は，

竹 くぎによって接合されているのかも知れない。

　金具は黄銅で，２個の簡単な長方形の薬菓形蝶番が背面にあり，前面の蓋板，身の

前板 にまたがって円形座金付錠前さし金具がある。その下部，前板中央部には，花形

文座金付の半月形取手がつき，取手が板と直接あたらないように，こうもり文 とも蝶

文 とも見える座金が配 してあり，各板材は，３９個の菱形の折れ金具によって固定され

ている。

　底板の下には，ｌｃｍ×３ｃｍ の断面の角材が２本取りつけられている。

例１８　［標本番号］ＨＯＯ８４７７１書類函　［使用地］慶尚南道

　幅 ５５．５ｃｍ，奥行 き ２８　ｃｍ，高さ ３６．５　ｃｍ で軽い箱である。

　板厚はすべて ７－８ｍｍ で，前板，側板，背板の接合は 「９枚あり組みつぎ」で，

これに蓋板，底板を 「竹 くぎ打付けつぎ」で接合 している。

　板材は，蓋と身が連続 した木理であることを示 している。

　底板 と，印籠蓋にするため，身の内側上端に竹 くぎで取 りつけられた付け面の一部

を除いて，すべてキリの板が使われ，その木理を出すため，焼けた金 こてを材面にあ

てて焼きその後，ブラシをかけて木理を強調 した仕上げとしている。
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底板の下は，四隅に厚さ ８ｍｍ ほどの小 さな直角三角形の板が接着されている。

　黄銅の金具は，背面の蝶番 ２個と，前面の円形座金付錠前差 しと，弓形の取手のみ

である。

例１９　［標本番号］ＨＯＯ８９３２１書類棚　［使用地］京畿道

　四方卓子（朴磐身ス｝）は舎廊房に置かれるきわめて簡素な棚である。書類と共 に盆栽

や器物も置かれる棚で，下部に両開き扉のついたものや，引出 しのついたもの，ある

いは中段の引出しや両開き扉のついたものもある。

　各部材が，きわめて細 く，黒 っぽい仕上げであるため，白い紙張りの壁の前で強い

コントラス トとなる。

　 この四方卓子は幅 ４９ｃｍ，奥行き ４４．５　ｃｍ，高さ １６８．５　ｃｍ で，幅と高 さの比は１

：３．４４ですらりとした垂直に伸びる家具である。双文匝が水平線を強調する家具だと

すれば，四方卓子は，垂直に伸びる線を持つ家具であり，これらが，舎廊房の端然 と

した雰囲気を演出するものだと言えよう。

　 ４本の柱は ２．９ｃｍ ×２．９　ｃｍ の角材で，天板 と棚板 と４本の柱をつなぐ横木（杢ド等）

は ２ｃｍ ×２．９　ｃｍ の断面で柱と横木の接合は 「剣留あほぞつぎ」で，底の部分は 「留

め形ほぞつぎ」になっている。

　天板部分の構造材の仕 口は， 「三方留めつぎ」だが，柱と横木のサイズの違 いがあ

るためその接合線は少 し変わって見える。この接合線のかたちから通常の 「三方留め

つぎ」とは異なる方法がとられていると考え られる。しっかり接合されているので詳

細を確定 し難いが，考え られる仕口はかくしほぞを有するかそうでないかの２種類で

あろう。

　棚板は，引出しの底板と同 じく層板 （主日ｏ己，）と呼ばれる。 この層板は天板 も含めて，

キ リの ６ｍｍ 厚の板であり，「こかしばめ」であり，天板を除 く層板はすべて２枚は

ぎ合せで，天板のみ １枚板である。

　最下殺の棚の下には幕板にあたる板風穴があり，柱脚は前後に足台 （尋州）で連結さ

れている。この部分の接合は 「肩付き通 し平ほぞつぎ」だが，ほぞの位置が，柱脚の

真中に来ず，外側にふれている。

　 構造材は広葉樹散孔材である。

例２０　［標本番号］ＨＯＯ８９３２２本棚　［使用地ユ京畿道

　作 られたのはそう古 くない印象のこの本棚は，ソウルの国立中央博物館蔵の三層齪
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卓 （・音秀 亀 吃Ｄ と少 しプ ロポ ー シ ョンが異 な る だ けで ， 同 じよ うな形 態 で あ る。 この本

棚 は幅 ｌｌ９．２　ｃｍ，奥行 き ３２．５　ｃｍ ，高 さ １４９．７　ｃｍ で三 層 齪 卓 は 幅 ８９　ｃｍ，奥 行 き

３４．８ｃｍ ，高 さ １５６　ｃｍ で， 棚 板 の 木 目方 向 が異 な る の と側 面 の横 木 下 に幕板 が つ い

て い る点 が違 う ［崔 　 １９７４：１１５］。

　 天 板 支 輪 は前 面 が 「留 め形 通 し平 ほぞ つ ぎ」，後 部 は 「肩 付 き通 し平 ほぞ つ ぎ」 で ，

この支 輪 に ３．４　ｃｍ ×５．３　ｃｍ の 断面 の柱 材 が 「肩付 き通 し平 ほぞ つ ぎ」 で接 合 され ，

各 棚 の 枠木 は柱 に 「剣 留 め通 し平 ほ ぞつ ぎ」 とな り， これ に 「くさび締 め」 が使 用 さ

れ て い る。 ま た ，側 面 の枠木 は柱 材 に 「肩 付 き平 ほぞ つ ぎ」 で 接 合 され ，棚 板 は それ

ぞれ の枠木 の小 穴 に 「追 入 れ つ ぎ」 とな り，棚 板 の 端 の部 分 は斜 め に削 られ 「こか し

ばめ 」 とな って い る。

　 前 面 の柱 材 と枠 木 （横 木） は脚 部 で言 え ば風 穴 の よ うな小 板 で縁 取 り され て い る。

　 柱 材 は，樹 脂 道 が ご くわ ず か な マ ッ で ，つ ま り五 葉 の マ ツで ， これ が チ ョウセ ンゴ

ヨウ マ ツ と呼 ば れ る もの で あ る と考 え られ る。

　 棚 板 は，総 て樹 脂 道 の明 らか な二 葉 の マ ツ で あ る。

　 ５．　 内 房 用 家 具

　 内房 を しつ らえ る道 具 だ て は お おむ ね次 の よ うな も ので あ る。単 層 檬 ，層 機 ，衣 巨

里 ，パ ンダ ジ （半 開）， 函 ，櫃 ，文 厘 ，卓 子 ， 彩 箱 ，柳 箱 ，竹 の行 李 ， 流 厘 ， 鏡台 ，

火 鉢 ，燭 台 ， 針箱 （裁 縫 箱 ） な ど で あ り， こ の他 ，屏 風 ，す だ れ な どが配 さ れ る ［蓑

１９８３：３６］。 従 って ， 文 匝 ， 卓 子 は舎 廊 房 に も内房 に も登 場 す る家 具 とい うこ と にな

る。

例２１　 ［標本番号］ＨＯＯ６７４４５貴重品入れ　［使用地］大韓民国 （付図８）

　民博には同形の貴重品入れが２個所蔵されている。同じ形ではあるが，前板のつり
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 しとみ

上 げ 戸 （ち ょ うど分 閣 門 ・ブ ナ プ ム ンの よ う に蔀 式 につ りあ げ る戸 ） の透 か し彫 り文

様 は同 じモ チ ー フ で異 な る表 現 とな って い る。 従 って ，一 セ ッ トと して 作 られ ，使 わ

れ た もの で あ ろ う。

　 大 き さは 幅 ６２．７ｃｍ， 奥 行 き ３３．５　ｃｍ， 高 さ ７２。７　ｃｍ と小 じん ま り した 大 き さで

あ る。

　 情 報 カー ドに は 「全 州 臓 と同 じ く司 司 を の一 種 で 身 の ま わ り品 や 貴 重 品 を 入 れ る家

具 」 とあ る。 これ は ，枕 も と に置 か れ るタ ンス で あ る。

　 天 板 は ４．３ｃｍ ×２．２　ｃｍ の支 輪 が 「上端 留 め形 ３枚 組 み つ ぎ」 に接 合 され ， 本体 部
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分 （胴体 ・暑刈） の構造材は互に 「剣留めほぞつぎ」になり，馬台（叫朝）と呼ばれる

脚部は，大板（朝赴〉という底板 と風穴， ４本の脚すなわちヒズメと足台という前後の

脚をつなぐ台によって構成されている。

　柱材 と主要な横木はギボシ形の先端を持つ帯金具，つまり望頭形留め金具で固定強

化され，横木と小束，童子木は先端が花形文になったＴ字形の細い金具（λ牌と看看。１）

によって接合が強化されている。

　 この構造材にかこまれた鏡板 には眼象文，如意頭文が彫刻されている。

　天板，馬台のそれぞれ前面両脇の部分は隅金具でとめ られている。つり上げ戸は，

簡素な蝶番によって連結され，支輪下中央部の鎖によってつり上げ固定される。この

つ り上げ戸の透か し彫 り文様のモチーフは，松，瑞雲，双鹿，不老草 と岩である。透

か し彫 りの透けた部分にはうしろか ら紗が張られている。

　 内部の特徴は，その収納部が２層になっていることで，下部の収納部に物を入れた

り，出したりするには，層板の前中央部に設けられた幅 ２３ｃｍ，奥行 き １７．５　ｃｍ の

蓋をとりはずさなければならない。この蓋板 と層板は全 く同一平面であり，この上に

ちょっと物を置いてしまうと，他の入には， ２層の収納部になっているとはわからな

いしかけである。従って貴重品は，つり上げ戸を開けたらす ぐに見える位置ではなく，

蓋板の下に収納するのであろう。

例２２　［標本番号］ＨＯＯ９５２４６衣裳だんす　［使用地］忠清南道 （付図 ９） （写真 ３）

　情報カー ドには 「官服臓 （斗斗を）であり，位の高い人の官服を しまう」 とある。こ

うしたたんすは，衣桁だんす（斜層。レま）とも呼ばれるものであり単に・９）　ｎｊ　Ｏ）ともいわ

れる。

　主要寸法は幅 ８１．５ｃｍ，奥行き ４４．７ｃｍ，高さ １６６．８　ｃｍ である。

　 このたんすは，衣類をたたんで収納する構造ではなくて，洋服だんすのように内部

に断面八角形の衣桁がついている。衣桁の高さは内法で １２６．８ｃｍ で，赤い色が塗 ら

れている。また，内部の背面の上端部には ２カ所鉄 くぎが打ちつけられており，衣桁

の補助的な役割りを果たすハ ンガーではないだろうか。

　 内側は全面紙張りである。

　 両開き扉はそれぞれ，隠 し蝶番 ３個が取りつけられ，本体の上部および下部の鏡板

には眼象文が彫刻されている。

　 扉の鏡板は紙張りと下の方の一部は紗張 りで，この紙の部分に十長生が描かれてい

る。この絵に描かれた十長生 は， 日， 雲， 岩， 双鶴，水，双亀，松，双鹿 と不老草
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（霊芝）までは明 らかであるが，小さ

く描かれた繁茂する木々が何であるの

か判別できない。梅林だろうか。

　構造材は天板部で 「三方留めつぎ」，

背板，側板，前面の横木や小束は 「剣

留めほぞつぎ」である。扉の椎 （門辺

子・号魁スＤは 「上端留め形 ３枚組みつ

ぎ」で，中央に角のくびれた方形の銀

（薬菓形銀）がある。

　構造材は小さな面取りや面の小 さな

持ちあげが見 られ，また脚部には簡素

な風穴が見 られる程度で全体としては

簡潔なつ くり方であるが，鏡板の十長

生の色調は強烈な印象を与える。

例２３　［標本番号］ＨＯＯ９５２５３ チ ョク

　　　 トリ入れ用函　［使用地］大韓民

　　　国一帯

写真３　衣裳だんすの両開き扉に描かれた十

　　　 長生

　幅 ４８．５ｃｍ ，奥 行 き ２７．５　ｃｍ ，高 さ ２８．４　ｃｍ。

　情 報 カ ー ドに は 「籏 頭里 函 （尋 県 司 重Ｄ，儀 式 用女 性 冠 を 入 れ る函 。 ま た外 側 に長 い

かん ざ しを 置 く。」 とあ る。 現 地 名 はチ ョ ク トゥ リハ ム （ｃｈｏｋｔｕｒｉｈａｍ） で あ る。

　外 側 は黒 漆 ， 内部 は朱 漆 で ，蓋 と身 は印 籠蓋 の関係 で ，簡 素 で あ る。蓋 の天 板 の縁

部 は 丸 味 が と られ ，蓋 は全 体 と してふ っ く らと した 印象 を与 え る。 蓋 の 天板 と側 板 は

「竹 くぎ打 付 けつ ぎ」 で ，身 の各 板 の接 合 も同 様 で あ る。

　蓋 を 開 け る と，厚 さ ７ｍｍ の仕 切 り板 に よ って ５つ に仕 切 られ た ， 浅 い ，取 り は

ず しが で き る箱 が あ り， 情 報 カ ー ドに あ る 「外 側 に長 い かん ざ しを 置 く」 とい うの は，

こ の箱 にか ん ざ しが納 め られ る もの だ とい うこ と であ る。

　 こ の浅 い箱 を取 りはず す と，身 の 内部 は ， 高 さ １４ｃｍ ，厚 さ ７ｍ ｍ の 固定 の仕 切

り板 が あ り， この部 分 に チ ョク トゥ リが入 れ られ る。

　 主 要 な板 の厚 さは ８ｍｍ か ら ９ｍｍ で ，「竹 くぎ打 付 けつ ぎ」 に よ る接 合 の上 に，

３８個 の黄 銅 の折 れ金 具 を各 面 に配 して 強化 して い る。蓋 と身 は燕 尾 形 蝶 番 ２個 で連 結

さ れ ，前 面 は， 円形 座 金 の蓋 の 方 に錠 前 差 し（哩 噌 朝）が蝶 番 状 に固 定 され ，小 さ な錠
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前 が か け られ るよ う にな って い る。

例 ２４，２５　［標 本 番 号］Ｈ ＯＯ９５２５１，　ＨＯＯ９５２５２装 身 具 入 れ 用 函 ［使 用 地１大 韓 民 国 一 帯

　 この 函 の大 きさ は幅 ２２．７ｃｍ，奥行 き １４．Ｏ　ｃｍ で ， 装 身 具 用 の小 箱 は一 般 的 に多

様 に な り装 飾 も豊 富 に な る も のが 多 い が ， こ れ は比 較 的 単純 な つ く りで あ る。

　 情 報 カー ドに は 「現 地 名 　 侃 物 函 （朝 暑 重｝）」 とあ り，重 さが ６４０９ と ６８０９ で あ

る。 朱 漆塗 りに黄 銅 金 具 の小 箱 で， 固 定 展示 で あ る ため ， 内部 の状 態 は未 調 査 で あ る。

　 全 体 の接 合 は 「竹 くぎ打 付 けつ ぎ」 で板 厚 は ６－７ｍｍ 程 度 の もの で あ る。

例２６　［標本番号］Ｋ３１３５糸櫃　［使用地］大韓民国

　幅 ３０．５ｃｍ，奥行 き ２０．ｌ　ｃｍ，高さ ２０．５　ｃｍ。

　朱塗りというより，少 しベンガラ色に近いこの糸櫃 は，使用樹種がマツで，板厚 ７

ｍｍ程度である。各部材は 「竹 くぎ打付けつぎ」の接合法で，蓋 と身の合せは印籠蓋

のかたちになっている。

　黄銅の線刻文のある円形座金を持つ錠前用金具が前面にあり，背面には薬菓形と燕

尾形の蝶番 ２個で身 と蓋を連結 している。蓋の上面は面取りがあり，やや蓋板が盛り

上がった形となって見える。

例 ２７　 ［標 本 番 号］Ｈ ＯＯ６３８４０ 裁 縫 箱 　 ［使 用 地 ］大 韓 民 国

　 幅 ３６ｃｍ ，奥 行 き ３６　ｃｍ ，高 さ ８．５　ｃｍ の 盆 を少 し深 くした ぐ らい の 裁 縫箱 は螺

鋼 が施 さ れて い る。 側板 の ４面 に それ ぞ れ ，竹 と石 ，ぼ た ん の花 に蝶 ，柳 の木 に魚 ，

五 弁 の花 に鳥 が 描 か れ て い る。 この螺釦 は か な り良 く残 って い るが黒 漆 は はげ 落 ちた

と ころ が 多 い。

　 この 中 に入 る もの は， もの さ し， は さみ ，糸 ま き，針 さ しな どで あ ろ う。

　 側板 は そ れ ぞ れ 「７枚 ほぞ 組 み つ ぎ」 で ， 側板 の上 端 は幅 １２ｍｍ ，高 さ ７ｍ ｍ の

つ け面 が あ り ， これ は互 い に 「留 めつ ぎ」 で あ る。底 板 は竹 くぎ で側 板 に打 ち付 け ら

れ て い る。

　 上 か ら見 る と底 板 の コ ーナ ー の部 分 に，仕 切 り板 が あ った と思 わ れ るあ とが見 え る。

小 さな もの を 区画 して入 れ た 部 分 だ ろ うか 。

　 使 用樹 種 は針 葉 樹 で あ る。

例 ２８　 ［標 本 番 号 ］ＨＯＯＩ９４８６ 箱鏡 　 ［使 用 地 ］ 慶 尚南 道 （付 図 １１）

　 幅 １５ｃｍ ，奥 行 き ２０　ｃｍ，高 さ １１．７　ｃｍ。
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国立民族学博物館研究報告　　１０巻２号

　この箱鏡は厚さ １－１．２　ｍｍ のカキノキのツキ板張りになっている。板材は基材 と

ッキ板あわせて厚さ ７－９ｍｍ で，前，側，背板は 「大留めつぎ」 であるが隅木はな

く，各隅は竹 くぎの打ち付けと，黄銅の隅金具で接合されているように見える。

　上蓋は背板に蝶番で取りつけられ，手前から押 し上げるようになっている。さらに

上蓋は ２つに折れ，上蓋の裏面にくぎで止め られた １８×１３ｃｍ の鏡板が箱の上に角

度調節ができるように立て られる。ガ ラスに箔張りの鏡を立てるためには鍵が必要で

ある。上蓋の ２つ折れ部分，及び背板 との蝶番は打ち抜き文のある燕尾蝶番であり，

錠前座金には卍字文が打ち抜かれている。

　鏡の下は引出 しが一個ついているが，引出しの前板は，全体の 「大留めつぎ」を崩

さないよう，留めつきあわせのかたちとなり，コ字状取手がついている。引出 しの内

部は仕切り板はな く，総てマツ材で，底板は 「竹 くぎ打付けつぎ」である。この底板

も木目方向が，引出 しの出し入れ方向と直交 している。

　両側面に，使用時の指の位置を示す部分があり，一定の持ち方によって移動させら

れていたことがわかる。

　重量は １。ｌｋｇである。

　 この資料の情報カー ドには現地名 ｈａｍｓｅｃｋｅｎ とある。 これは哲層碧 ・箱石鏡のこ

とで，石鏡という表現がおもしろい。つまり金属の鏡ではなく，ガラスという 「石」

製 という意味であろう。

６． 薬 だ ん す

　薬だんすは漢方医にとってなくてはならないものであり，中国，韓国，日本に共通

して見 られるものである。漢方薬は中国では４０００年前から使われており，朝鮮半島に

紹介されたのは，２０００年前，新羅初期の頃であるといわれている。そして，中国の本草

学に基礎を置き，独自の本草学を発展させたという ［国立民俗博物館　１９８２：１６８］。

　韓国国立民俗博物館には漢医が脈をとり，一方で薬剤を調合 している場面の展示が

ある。そこの道具だては，薬櫨 （舛看），薬材を切るはさみ＝鋏刀 帽 呈），薬液を絞る

木製の絞り器 一（ｏｂ且「己），薬湯缶 （叫馨契Ｄ， 薬材を入れ吊り下げておく薬封紙 （叫暑スＤ

や薬研一薬礁（舛岨），そして経血図， ９種類の針などである ［国立民俗博物館　１９８２：

１４２－１４４］ｏ

例 ２９　 ［標 本 番 号］Ｈ ＯＯ８９４２７ 薬 だ ん す　 ［使 用 地］ 京 畿 道 （付図 １２）

　 大 きさ は幅 ８７ｃｍ，奥行 き ３４．４　ｃｍ，高 さ １００　ｃｍ で カ ー ドには薬 臓 （聾を ）とあ る。
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この形は一般家庭にあるものではな く漢薬房に置かれるものである。

　薬封紙に入った原料を鋏刀で切り，細かくしたものが薬だんすの小引出しに入れ ら

れる訳だが，ここでは引出しの表示が最も重要である。

　ところで，この薬だんすには表面に出ている７列， ６段の引出 しと，けんどん蓋兼

引戸の中の上部に７列の引出しがあり，そ して底に２つの引出しが並ぶ。全部で引出

しの数は５１個である。 しかも，７列×６段の引出 しは幅 ９ｃｍ，高 さ ６．２　ｃｍ である

のに対 し，奥行き ２８．４　ｃｍ と細長いかたちで， これに２種類の薬が入れられるよう

に手前と奥を仕切る板がある。

　底の方の幅 ３４．６　ｃｍ，奥行 き ２９　ｃｍ，高さ ７ｃｍ の２個の引出しは，各々十文字

に仕切り板が入 り， ４つに区切 られている。

　けんどん蓋の中の引出 しのみが，仕切り板がない。しかし，引出し前板には２種の

漢薬名が書かれていることを考えると，本来は仕切り板があったものと考えられる。

あるいは，この引出しにはそもそも１種類の薬を入れるようになっていたのかも知れ

ない。そうすると，９９種類の薬が入るものだったか，または１０６種類の薬が保管され

るものだったかどちらかである。

　少な くとも，表示された薬名から察すると仕切 り板があったと見るのが妥当だろう。

　例えば左端の引出しは 「波名」「乳香」が併記されており，これらの薬の作用は 「内

出血時に使い，血流を良くする」ものでありその作用は，似ている。

　表面に出た引出しの中で，例えば，最上段には 「五味」と 「拘杞」が併記されてい

るがこれは 「強壮」の作用があり，また 「白韮」と「升麻」が併記されているが，これ

は共に抗菌作用があり，左端の 「横榔」と 「木香」は虫下 しである。このようにして

見て くると，けんどん蓋内部の引出しにも仕切り板があった と考えるのが妥当である。

　万一仕切 り板を越えて，他の薬品に混入することがあっても，ほとんど問題になら

ないようなレイアウトになっている。また引出しの側板には，左から右に，■Ｌこ己

Ｕビ入，上から下へ，｝Ｈ ９と引出しの位置をまちがえないよう明示 している。

　 また，表面に出た引出しと，内部にある引出しとではどのような差があるのか。当

然のことではあるが，表面に出ているものはごく一般的な薬であり，内部のは，国外

からしか入手できない貴重な薬と，高価な薬，そして 「朱砂」や 「石雄」のように毒

性を持 ったものである。

　底部の引出しのものは揮発性のあるもので，温度の低い位置に保管すべき薬である

が，軽 くかさばるもので大 きな引出しが必要だったとも考えられる。

　 薬だんすは，こうしてみると薬の特徴に合せて配列 したファイリング ・キャビネッ
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トだと言 うことができよう。

　この薬だんすの天板は厚さ １．４　ｃｍ の１枚板で，左後の隅に継ぎ板がある。両端は

「胴付きこかしばあ」だが，さねが直角に作 られず，わずかに胴付き面に対 しこう配

を持っている。

　天板 と側板は，「竹くぎ打付けつぎ」で，側板面縁と支輪は，「留めつぎ」になって

いる。けんどん蓋の上の横淺は側板面縁に対 して 「剣留めほぞつぎ」で，引出しを分

ける縦横の淺木は，その先端部では 「かくしほぞつぎ」で中間は格子にするための組

手になっている。半丸面の淺木であるため，少 し複雑な組手断面 となっている。

　けんどん蓋は ４枚で，敷居にあたる部材 と鴨居にあたる部材には１本の溝がある。

右側か ら２番 目のけんどん蓋の部分で取りはず しができるようになっている。この位

置のけんどん蓋には施錠金具が取りつけられていた。この取手金具にだけ鍵穴があり，

左側のけんどん蓋にはカンヌキを受ける穴がある。この突き出たカンヌキを鍵で引っ

こめてはじめて蓋板が １枚取りはずせる仕組みになっていたのである。

　底部の ２つの引出 しの底板は，その張り方の木目方向が，出し入れのスライドする

方向に対 し直角方向である。

　金具は，引出 し取手の鑛が４９個と，けんどん蓋 と底部の取手金具 ６個のみである。

例３０　［標本番号］ＨＯＯ６７４４７薬だんす　［使用地］大韓民国

　幅 ５２．７ｃｍ，奥行き ２７．２　ｃｍ，高さ ８４　ｃｍ。

　前述の薬だんすより小振りで，漢薬房にあったものとも言えるが，上層階級の家に

置かれていた可能性 も皆無とはいえない２４）。

　天板，側板，底板は総てキリ材だが，その面縁は異なっている。底板は側板に 「散

らしほぞ組みつぎ」のかたちで接合されているが，天板 と側板の接合は， 「１３枚あり

組みつぎ」である。天板，側板，底板の面縁は，まず，互いに 「３枚あり組みつぎ」，

「剣留めほぞつぎ」で接合され，後に板材に斜めから 「竹 くぎ打付 けつぎ」 としてい

る。

　両開き扉は，椎が互いに 「留め形３枚ほぞつぎ」で接合され，鏡板はキリ材で裏面

の上下が斜めに削られ，「追入れつぎ」で権にはめこまれている。

　両開き扉を開けると，その内部には１０段，４列の小引出しが並び，最下部は両脇に

２つの小引出 しがあり，中央に４つの仕切 り板を持つ引出しが１個ある。細長い小引

出しには，前後に区分する仕切 り板があり，全部で８８種類の薬が保管されるようにな

２４） 「富 裕 な地 主 達 は，彼 らの 住 居 に さま ざ ま な薬 を保 有 して い た」 ［Ｗ ｌｃＫＭＡＮ　 １９８０：７９］。
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っている。

　小引出しに書かれている２つの薬品名は，前述の薬だんすと同種のものが多いが，

併記されている２つの薬品名が合致すう引出しの数は６個である。

　 これらの引出しの受け淺は，背板を 「通 し平ほぞつぎ」で貫いている。背板は厚さ

７ｍｍ の 「３枚はぎ合せ」の板で，天板，側板，底板 に 「竹 くぎ打付けつぎ」で接合

されている。

監 考 察

１． 形 態 に つ い て

パ ンダ ジ は表 １の例 １， ２， ３で あ るが ， そ の 幅 と奥 行 き のプ ロ ポー シ ョ ンは， 例

分 類

内（舎｝

稲

勾ー

舎

大 、饌

大 、饌

大 、饌

大 、饌

舎（内）

舎（内）

舎

舎

舎（内）

舎

舎

舎（内）

舎

勾ー

（内）越

勾ー

内

内

内

内

勾ー

番号

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

６１

１７

８１

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

標 本 名

タ ン ス

貴重品入れ

パ ン ダ ジ

タ ン ス

業奮 箱

銭 箱

銭 箱

米 櫃

小 豆 用櫃

食器食物保管用戸棚

食器保管用櫃

書類 戸棚

書類だんす

文

文

箱

箱

本 箱

書 類 函

書 類 函

欝 類 棚

本 く椥

貴重品入れ

衣裳’だんす

チョクトリ入れ用函

装身具人れ用函

装身具入れ用函

糸 櫃

裁 縫 箱

箱 鏡

薬 だ ん す

薬 だ ん す

使 用 地

大 鯨 民 国

京 畿 道

済 州 島

大 韓 民 国

慶 尚 道

京 畿 道

大 韓 民 国

大 韓 民 国

大韓民国一帯

大韓民国一帯

大韓民国一帯

忠 清 南 道

京 畿 道

大 韓 民 国

大 韓 民 国

京 畿 道

慶 尚 南 道

慶 尚 南 道

京 畿 道

京 畿 道

大 韓 民 国

忠 清 南 道

大韓民国一帯

大韓民国一帯

大韓民国一帯

大 韓 民 国 ・

大 韓 民 国

慶 尚 南 道

京 畿 道

大 韓 民 国

現 地 名

壁 せ 。１

〃

司 司 看

９ Ｐｔ１

暑 間

暑 副

副 苧 （世 与ｉ４）

魅 早１ ４

墨 そ｝（饅臓）・甘 を を

ユ 昊 刊

磐 岳 そ｝（双文厘）

賜 欝穰

神曾叫スト（四方卓子）

司 己１ 智

畢斗看（官服機）・馴哩ｏｌ

香」Ｆｅｌｌ｝（籏 頭里 函）

瑚 号 督（侃物函）

〃

墾 覗１

響 列 噌（箱石鏡）

叫 碧一 （薬椴 ）

叫 な 辱（薬撫 ）

主 要 寸 法 ：（ｃｍ）

幅（Ｗ）Ｘ奥 行き（Ｄ）×高 さ（Ｈ）

ＩＯＯ．５ × ５０．４ × ７０．４

９６◎Ｏ ｘ ４５．Ｏ ｘ ７８．６

８６，７ × ４４．５ × ７３．５

９０．Ｏ ｘ ３８．８ ｘ ９５．０

６３．２ × ３１．７ × ３５．２

８７◆０ × ４１．８ ｘ ３７，８

６３．５ × ４０．０ × ４０．０

１０８．９ × ６６．８ × １０４．０

３８．０ × ３０．５ × ３８．７

正１８．０ × ５６．０ × １７０．５

８８．８ × ５０．７ × ５２．３

７５．５ × ２８．０ × ３５．０

６８．２ × ４１．２ ｘ ４８．６

９３．Ｏ ｘ ３４．３ × ５３．６

６６．Ｏ ｘ ３１．０ × ９０．５

９９．５ ｘ ４８．Ｏ ｘ １２４．２

５５．Ｏ ｘ ３２．Ｏ ｘ ３４．５

５５．５ ｘ ２８．Ｏ ｘ ３６．５

４９．０ × ４４．５ × １６８，５

１１９．２ × ３２．５ × １４９．７

６２．７ × ３３．５ × ７２．７

８Ｌ５ × ４４．７ × １６６．８

４８．５ × ２７．５ × ２８．４

２２‘７ × １４．Ｏ Ｘ ｌ４．２

２２９８ ’ｘ １４ ．Ｏ ｘ １４ ．２

３０．５ ｘ ２０．１ × ２０．５

３６．Ｏ ｘ ３６．０ × ８．５

１５，０ ｘ ２０．Ｏ Ｘ ｌ１．７

８７．Ｏ ｘ ３４．４ × １００．０

５２．７ ｘ ２７．２ ｘ ８４．０

比 例 馬台

Ｗ ：Ｄ ：Ｈ ㈲旨足台含む

２ １ ：１．３０（童．４０）

２ ：０．９４：１．５５（１．６４）

２ ：１．０３：１．６３（Ｌ６９）

１ ：０．４３： １ （１．０６）

ｉ ：０，５Ｇ：０．５３（０．５６｝

１ ：０．４８；０，３９｛０．４３）

１ ’ ：０．６３ ：０ ．６３

１ ’： ０．６１ ：０ ．９６

１．２５ ： １ ：１ ．２７

１ ：０ ．４７ ：１ ．４４（１．５４》

１ ：０．５７：０．５４（０．５９）

１ ：０ ．３７ ：０ ．４６

１ ：０．６０

１ ；０．３８
天板除く １

２ １

０。６６（０．７１）

０ ．５４ ．５８》

０ ．５ ； （０ ．７ ｝

３

１ ：０ ．４８ ：１ ．０６ （１．２４ ）

１ ：０．５８：０．６０｛０．６２）

１ ：０、５０：０．６５（０．６６）

１ ：０．９０：３，１１（３．４４）

１ ：０，２７：１．２５（１．３７）

１ ：０．５３： １ ｛１．１５）

１ ：０．５４：１．９３（２．０４｝

１ ：０，５６：０．５６（０．５８｝

１ ：０，６２：０．６３

１ ：０．６２：０．６２

１ ：０．６６：０．６６（０．６７）

１ １ ：０．２４

１ ： １．３ ：０．７８（３：４：２．３４｝

１ ：０ ．４０ ： １．０４ （１．１５）

１ ：０．５２＝１．４６｛１．５９）

表１ 収納家具の主要寸法と比率
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１が ２ ：１，例 ２が ２ ：０．９４， 例 ３が ２ ：１．・０３で ほぼ ２ ：１とな って い る。 これ に例

４の タ ンス （全 州 搬 ） 同 じ く例 ２１の貴 重 品 入 れ の 幅 と奥行 きの 関係 を見 る と例 ４が １

：０．４３・＝＝　２ ：０．８６，例 ２１が １ ：０．５３＝ ２ ：１．０６で ，使 用 目的 が類 似 す る ５点 を比 較 す

る と， 例 ４の場 合 奥行 き が浅 い と い う点 は あ るが ， ほぽ ２ ：１の比 率 で あ る。例 ４の

タ ンス （全 州 臓 ） の場 合 ， 使 用 機 能 が前 面 に並 列 的 にな らべ られ る。 つ ま り，パ ンダ

ジ に内 蔵 され て い る 引 出 しは表 面 に は りつ き両 開 き扉 も付 加 さ れ る な ど ，奥 行 きが浅

くて 済 む 条件 が そ ろ って い る こ とが 挙 げ られ よ う。

　 例 ４ （付 図 ２） の タ ンス （全 州 臓） と例 ２１の貴 重 品 入 れ は と も に司 司 看 と呼 ばれ る

が， こ の二 つ の形 態 は雰 囲気 や 引 出 しの有 無 ，扉 の開 閉 の しか た ，収 納 方 法 な ど の点

で異 質 な点 が 多 い。 と ころ が ，脚 部 を含 め た幅 と高 さ の比 率 が 例 ４は １ ：１．０６，例 ２１

が １ ：１．１５で ，脚 部 を 除 いた本 体 部 分 の幅 と高 さの比 率 は例 ４が １ ：１， 例２１も １ ：

１とな る。 パ ンダ ジが ， 幅 と奥行 きに ２：１とい う特 徴 を 持 つ とす れ ば ，司 司 を （ｍｏ－

ｒｉｃｈａｎｇ）は 幅 と高 さ が １ ：１の プ ロ ポー シ ョ ンを持 つ もの だ と言 え そ うで あ る。

　 銭 箱 は台 を除 く幅 と奥 行 き と高 さ の比 率 は 例 ５が １ ：０．５：０．・５３， 例 ６が １ ：０．　４８

：０．３９，例 ７が １ ：０．６３：０．・６３で あ る。 銭 箱 は例 ６の 場合 が や や離 れ て い るが ， 、奥行

き と高 さが １ ：１に近 い こ とが わ か る。 ま た ，銭 箱 と同様 箱 形 で板 材 に よ って 構 成 さ

れ る もの は例 １１の食 器 保 管 用 櫃 ， 例 １７，１８の書 類 函 ， さ ら に小 型 の例 ２３の チ ョク ト リ

入 れ 用 函 ，例 ２４，２５の装 身 具 入 れ 用 函 ，例 ２６の糸 櫃 を 並 べ て み る とど うで あろ うか 。

こ れ らの台 を 除 いた本 体 部 分 の幅 ， 奥行 き，高 さ の比 率 を並 べ て み る と，例 １１　 １ ：

Ｏ．　５７：０．　５４，例 １７　 １ ：０．　５８ ：０．６，例 １８　 １ ：０．５：０．６５，例 ２３　 １ ：０．　５６：０．　５６，

例 ２４　 １ ：０．　６２：０．　６３，例 ２５　 １ ：０．６２：０．６２，例 ２６　 １ ：０．６６：０。６６とな り， ほぼ

奥行 き と高 さ が １ ：１にな る。

　 もち ろん ， これ らの箱 は サ ンプル も少 な く， 大 きさ も， そ の役 割 り も違 うの で単 純

に，箱 ，函 ，櫃 な ど は， 奥行 き と高 さ の比 が １ ：１で あ る とは い え な いが ， この プ ロ

ポー シ ョ ンは一 つ の傾 向 と して注 目 して お きた い。

　 米 櫃 の 幅 ，奥 行 き， 高 さの プ ロポ ー シ ョ ンは １ ：０．・６１：０．９６で ，蓋 板 と天 板 を あ わ

せ た 平面 形 は ，幅 と奥 行 きが 黄金 比 ２５）にな って い る。

　 天 板 ，蓋 板 を 除 い た柱 脚 の幅 と総 高 の比 率 は １ ：１．０９で わ ず か に縦 長 だが ， ケ ヤ キ

の鏡板 の 幅 と高 さ の比 は１．２９：１と幅 が広 くな って い る。 こ う した こ とか ら言 え る こ

２５）黄金比は １ ：０．６１８…… の比で，自然界 およびギ リシャ美術などに， この比に近い ものが し

　ば しば見 られ る。 ２辺の比が黄金比 をなす長方形 は最 も形の良 い長方形 といわれて いる。 ドイ

　ツの美学者 ツ ァイジングは経験 によ って同 じことを唱え，心理学者 フェヒナー とヴ ン トも大部

　分 の人 は無意識 に黄金比の寸法の ものを好んで取 るとい う ［清宮　１９７６：１６３］。
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とは，やや縦に長いかたちを，高さより長 く上椎の井桁 と蓋板，天板を張 り出させる

ことで，安定感を与え，さらに上権，下椎，柱脚で囲まれる外形のプロポーションが

幅 ：高 さ一１：１．１と縦長になっているところを鏡板を逆に横長にさせ ることでバラ

ンスをとっていることである。

　特に正方形はそのままで見ると少 し縦長に感 じられるものであり，このような視錯

覚 （錯視）を補正 してなお，安定感を与える範囲にまで幅を広げたかたちとなってい

る。こうした正面の形状をとってみても，造形的にきわめて注意深く配慮されたもの

だと言える。

　 こうした点は小型の例 ９の小豆用櫃では見 られず概念的な部材寸法の押え方 となっ

ている。

　例１０（付図５）の食器食物保管用戸棚は幅 ：奥行 き ：高さが１：０．・４７：１．４４である。

だが，天板の支輪のでっばりを除くと幅，奥行き，高さの比は １：α４９：１．５４である。

さらに高さのうち足台を除 くと１：０．４９：１．５となる。つまり基本的な形状を ２：１：

３と見たてて形をつくっていったことがわかる。横桟の配置の仕方は微妙に寸法が異

なるが，全体 として見た時，面分割は巧みにバランスをとっていると感 じられる。

　 両開き扉は，開けると幅 ６０ｃｍ の開ロ部となる。 ちなみにわれわれは， １人用の

テーブルという時に幅 ６０ｃｍ を最小かつ妥当な寸法として採用するが，一人の人間

がものの出し入れをする時，６０ｃｍ の開口部があれば一応作業 は行えるものである。

しか し開口部を例えば，例２２の衣裳だんすのように広くとらない点は疑問の残るとこ

ろであるが，おそらく，構造的な配慮からではないかと考えられる。一つは本体の剛

性 を高める必要から前面の開口部を少なくしたいという意図と，扉が幅広 くなればそ

れだけ蝶番にかかる荷重が大 きくなるということ。 こうした問題点を解決する寸法と

して選択されたものと思われる。例１６の本箱の場合も，同様な開口部の扱いである。

特に食器食物保管用戸棚は毎日くり返 し開閉するもので，剛性を高めることは重要な

ことであった。

　 例１２ （付図１０）の書類戸棚はあくまでも水平の線が強調されるものであり，天板は

飾 り棚であった。高さ ３５ｃｍ というのは，平座の状態で，飾ったものがよく見える

高さであり，一方窓の下の腰壁の高さによっても規定されたのではないだろうか。つ

まり窓の下端の高さで揃え，夏は窓を開け放てば，頑賞品 と共に自然を舎廊房に取り

込めたはずである。

　 例１３の書類だんすは幅 ：奥行き ：高さは１：０，・６：０．・６６（０．７１）で，箱 としてのプロ

ポーションに近い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・
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　例１４の天板拡張式の文箱は，天板を除 くと幅 ：奥行き ：高さが１：０．５：０．　７で，幅

と奥行きの比率がパンダジの場合 と同様 ２：１である。甲板とその下の部分の寸法に

開きがあると，経机，文机の場合 と同じように横に伸びた甲板の下，側板の脇に脚部

と同 じ名称の風穴という曲線の板があて られる。いわば，甲板の補強材であるが，一

面，ある種の充てん文様のようにも受けとれる。

　例１５の螺釦の文箱のプロポーションは幅 ：奥行き ：高さ一２：１：３である。

　例１６の本箱は幅 ：奥行き ：高さ一１：０．・４８：１．２４≒４：２ ：５，脚部を除いた比率

は１：０．４８：１．０６≒ ２：１：２で，ほぼ整数比 となっている。従って，見たところ，

箱の本体部分は，やや縦長 となっている。これをふんばったような脚部の処理によっ

て，また風穴の曲線によって安定させている。

　例１９の書類棚は双文匝との対比としての垂直の家具だとすでに述べたが，垂直線も

細ければいよいよ効果的である。かといって細すぎればゆがみを生 じやすい。そこで，

各 フレーム材の角の部分を面取 りし，角材が細 く見えるように処理 している。この場

合 は，横木 と連続させる面をとり軽快にしている。例２２の衣裳だんすの場合も同じよ

うな手法が見 られ，フレーム材を軽快に見せようとする意図が共通 している。

　収納家具は，物を出し入れするものである。当然そこには，開閉の方法がなければ

ならない。ところで，この３０例の中で開 く時にその部分を回転させて下ろすタイプの

扉，仮 りに 「下ろし扉」 とすると，これが４例，けんどん式の蓋板があるものが ３例，

天板の半分を押 しあげるものが６例，蓋全面を蝶番でつなぎこれを回転させて開 くも

のが６例，つりあげ扉が１例，引違い戸が １例，両開き扉を持つもの６例，引出しを

持つもの１０例で，隠 し蓋 とでも呼べそうなものが１例である。そして引違い戸ではな

いがそういう操作のできるものが４例 （けんどん蓋を含む）である。

　 錠前は多 くの家具についているが，明 らかに錠前さしがあって施錠できるかたちに

なっているものは１９例である。こうしてみると，生活財を管理するという考えが錠前

によって象徴的に示されているといえるし，自らと他を区別する意識のあらわれとも

いえる。収納家具は錠前がつ くことで完結するものであり，階層意識のあらわれとも

みられるが，自らと他を区別する意識を家具に投影することによって，個々の精神的

世界を隔離する装置であるように思われる。

２． 構 造 に つ い て

３０点の家具についてどのような部材の接合法がとられているのか，以下，表 ２に従

って見てみたい。
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例

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

接 合 法
標 本 名

タ ン ス

貴重品入れ

パ ン ダ ジ

タ ン ス

銭 箱

銭 箱

銭 箱

米 櫃

小 豆 用 櫃

食器食物保管用戸棚

食器保管川櫃

書類 戸 棚

誹類だんす

文 箱

文 籍

本 箱

書 類 函

書 類 函

書 類 棚

本 棚

貴重品入れ

衣裳だんす

チョクトリ入れ用函

装身具入れ川函

装身具入れ川函

糸 櫃

裁 縫 箱

箱 鏡

薬 だん す

薬 だん す

合 言卜

ａ

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

ｌｌ

ｂ

△

△

●

●

●

△

●

●

●

●

●

●

●

●

●

１２

Ｃ

△

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

ｌｌ

ｄ

●

●

●

●

●

●

●

●

８

ｅ

●

●

２

ｆ

●

●

●

３

９

●

●

●

３

ｈ

●

●

●

●

●

●

●

●

●

９

１

●

１

．」

●

●

●

●

●

●

６

ｋ

●

●

２

１

●

●

●

●

●

●

６

ｍ

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

１３

ｎ

●

●

．
●

●

●

、●

●

７

０ Ｐ

●

●

●

● ●

●

●

●

５ ３

ｑ

●

●

●

●

●

●

６

ｒ

●

１

Ｓ

●

●

２

ｔ

●

●

２

ｕ

●

１

Ｖ

●

１

計

３

３

３

４

３

２

２

６

５

６

３

４

３

４

５

８

３

２

６

６

５

４

２

１

１

１

３

３

６

８

△は数に含まない

表 ２凡 例
ａ：あり組みつぎ （てんびんざし）

ｂ：竹くぎ打付けつぎ

ｃ：鉄くぎ打付けつぎ （鋲打ち）

ｄ：Ｌ字形金具留め

ｅ：留め形本ざね端ばめ

ｆ＝留め形ほぞつぎ （留め形３枚ほぞつぎ，留め形かくし

　　平ほぞつぎ）

９：留め形通し平ほぞつぎ

ｈ：剣留めほぞつぎ

置：剣留め通 し平ほぞつぎ

ｊ＝組みつぎ （３枚組みつぎ，上端留め形 ３枚組みつぎ）

ｋ：肩付き平ほぞつぎ

１：肩付き通し平ほぞつぎ （かぶせ面肩付き通し平ほぞつ

　　 ぎ，かぶせ面肩付き２枚通し平ほぞつぎ）
ｍ ：追入れっぎ　 　 　 　 　 　 ．

ｎ ：こかしばめ （胴付きこかしばめ）

０：くさび締めほぞつぎ

Ｐ：散らしほぞ組みつぎ （散らし小ほぞ組みつぎ）

ｑ：留めつぎ （大留めつぎ，留め形かくしほぞつぎ）

ｒ：Ｔ字形金具留め

ｓ：三方留めっぎ

ｔ：井桁組みっぎ
Ｕ：あり形かけつぎ

ｖ：相欠ぎ組みつぎ

平はぎ，相欠ぎはぎ，木口取り雇いざねはぎなどの 「はぎ」は略す。

表２　収納家具に用いられる接合法
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　大まかに分けて２２種類の接合法に分けられるが，それを ａ－ｖとした。

　ａの 「あり組みつぎ」は 「てんびんざ し」や 「３９枚あり組みつぎ」のように密度の

高い 「あり組みつぎ」から，粗い 「あり組みつぎ」までを含む。組手の精粗はここで

は問題にしなかった。

　ｃの 「鉄 くぎ打付けつぎ」は頭の大きな鋲や，座金付の鋲，頭が四角形の古いくぎ

も，量産される現代の くぎも含むこととした。

　ｄの 「１．字形金具留め」は，帯状のものであれ，線状のものであれ，Ｌ字形となり，

接合個所を補強 しているものである。

　ｆの 「留め形ほぞつぎ」は，正確には 「留め形隠 し３枚つぎ」や 「留め形隠 し５枚

つぎ」「留め形 か くし平ほぞつぎ」その他，さまざまな手法が考えられるが，外側か

らはその確認が難 しいため，この語を用いた。

ｊの 「組みつぎ」は 「３枚組みつぎ」や 「上端留め形 ３枚組みつぎ」などを一括 し

た。

　１の 「肩付き通 し平ほぞつぎ」は 「かぶせ面肩付き通 し平ほぞつぎ」や 「２枚通 し

平ほぞつぎ」を一括 した。

　ｎの 「こかしばめ」には，いわゆる 「さしばめ」を胴付きの 「こかしばめ」に含め

た。

　ｐの 「散 らしほぞ組みつぎ」は 「散 らし小ほぞ組みつぎ」や，「通 し小根小 ほぞ組

みつぎ」を含めたものとして用いた。

　ｑの 「留めつぎ」 は板材どうしの 「大留めつぎ」や 「留め形か くしほぞつぎ」 や

「剣留めつぎ」などを含む。

　 薄い板どうしの接合には 「平はぎ」「相欠ぎはぎ」「木口取 り扉 いざねはぎ」などが

見 られたが，これについては省略した。

　 なお接合法を大まかに２２種類 に分類 したが，実際にはもっと多様な接合法があると

見ておかなければならない。

　 まずパンダギや銭箱，食器保管用櫃，書類函のようにぶあつい板材で構成されるも

のは 「あり組みつぎ」がすべて使われている。 これを 「竹 くぎ打付けつぎ」 もしくは

「鉄 くぎ打付 けつぎ」で補強 しているものもあり，また 「あり組みつぎ」で接合され

た部材の他の，例えば天板底板などの部材は 「鉄 くぎ打付けつぎ」で接合し，さらに

「五字形金具留め」で補強しているケースも多い。

　 米櫃，小豆用櫃の 「上端留め形井桁組みつぎ」は造語であるが， この表の 中では

「井桁組みつぎ」に入れている （付図 ４参照）。
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図 １　 くさび締め ほぞつ ぎの種類

　また米櫃，小豆用櫃にも見 られ，本箱，本棚に見 られる 「くさび締め」は，その方

法が図 １に見るように単一のものではない。特にほぞの木端方向に押 し広げるためだ

けでな く，小豆用櫃，本箱，米櫃にはＣ型のくさびがある。これはほぞの両辺に対 し

ての くさびと見ることができよう。

　大型の収納家具の多 くは，構造材と板材で構成されるが，この構造材に細い溝をつ

くって， そこに板材をはめこむ，「追入れつぎ」が１３点に見 られる。 その中の約半数

７点に 「こか しばめ」が見 られる。そしてこの場合，さしこむ板の “こか し”つまり

溝にはめこむ部分を入りやすくするため斜めにあらかじめ削っている部分の傾斜が強

いことが特徴的である。１３点の 「追入れつぎ」の 「こか しばめ」ではないものも厳密

にいうと多少は，構造材の溝に入れやす くするため，いくぶんかは “こかし”ている

はずである。 ところが 「こか しばめ」になっているものは， くっきりと傾斜角があり，

これは，溝の幅と板厚に大きな差があるためである。「こかしばめ」は家具の背面や，

天板，棚板の裏面に見 られ，通常，家具を置いて使 う際には見えない部分に採用され

ている手法である。

　構造材と板材からなる家具の構造材どうしは 「留め形ほぞつぎ」または 「剣留めほ

ぞつぎ」で接合されているものが多い。これは，フレーム材の表面が半丸面をはじめ，

平面ではない面の形状によることなのだろうか。面取りしたフレームが連続 した線 と

なって見えるためには，「留め」や 「剣留め」の接合方法がとられなければならない。

　 この他，「竹 くぎ打付けつぎ」が多用 されていることも特徴の一つである。 １０～１３

点にこの接合が認められる。 竹くぎの頭の部分が ４ｍｍ 角ほどのものは， その面の

様子から竹 くぎだとわかるが，頭の小さなもの，あるいは塗膜で材質が不明のものも
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あるので全部が竹 くぎだとはいえず，木 くぎの使用も考えられる。ただ，引出しがあ

るものについては引出しの底板は，そのほとんどが竹 くぎで下から打ち付 けとなって

いることから竹 くぎが大部分を占めていると思われる。

　また，接着については，ニカワが併用されたり，また半透明な接着剤のあとも散見

された。

　板の使い方については，引出しの底板の問題に触れておかな くてはならない。

　引出 しの底板は，引出 しの出し入れの方向に木目を一致 させて使 うのがわれわれの

常識であるが，こうした考え方は韓国の家具には適用されない。引出しの出し入れの

方向，つまり前板 と向板に，底板の木口が くるものもあるが，そうではなく引出 しを

スライドさせ る方向と直角方向に木目が走るように打ち付けられているものも散見さ

れた。このように引出しの動 きと木目を一致させることが必ず しも合理的だとは考え

られていないことも特筆 される。済州パンダジの例でも側板のはぎ合せで，これと似

た考え方のものがあった。

３． 使 用 樹 種

　 家 具 に使 用 され る木 材 は多 種 多 様 で あ る。 代 表 的 な使 用 樹 種 と してマ ッ， モ ミ， チ

ョ ウセ ンゴ ヨ ウマ ツ， イ ブ キ， ク リ， ナ シ， クル ミ， ナ ツ メ ， カ キ ， カ ラス ガ キ， マ

ス グル ミ， サ ク ラ， カ エ デ， シラカ バ ， モ ク セ イ， ケ ヤ キ ，ハ リギ リ， ク ワ， カ ヤ ，

ミズ ナ ラ， キ リ， コ ンズ イ ， チ ャ ンチ ン， 竹 ， ヤ ナ ギ， イ チ ョウが 挙 げ られ て い る

［崔　 １９７４：４］。

　 ま た① スト母 可早 （ｃｈａｊａｎｇｎａｍ ｕ）白樺 ，② 君 奇 井早 （ｃｈａｒ【ｉｊｕｎｇｎａｍ ｕ）番 椿 ， ③ Ｌ

司 井干 （ｎｔｔｔ’ｉｎａｍ ｕ）塊 木 ，④ 吐号 井干 （ｔａｎｐ’ｕｎｇｎａｍｕ）丹 楓 ⑤ 叫 可 早 （ｐａｅｎａｍｕ）

山 梨 ， ⑥ 州 手 叶早 （ｔａｅｃｈ’ｕｎａｍ ｕ）喪 ， ⑦ 皇号 井早 （ｏｄｏｎｇｎａｍｕ） 梧 桐 ， ⑧ 管 号

（ｓａｍｍｏｋ）杉 松 ， ⑨ 司三 舜早 （Ｐ６ｄａｎａｍ ｕ）楊柳 ，⑩ 名 噌 叶 早 （Ｕｎｈａｅｎａｍｕ）杏子 木 ，

⑪ 看 耳 早 （ｋａｍ ｕｎａｍ ｕ）柿 ，⑫ 懸堺 早 （ｐａｍｎａｍ ｕ）栗 ， ⑱ Ｓ 呈 叶 早 （ｈｏｄｏｎａｍｕ）胡

桃 な ど を そ の代 表 的 な樹 種 と して 示 して い る ［褻 　 １９８３：６５］。

　 この１３種 の使 用 樹 種 につ い て少 し検 討 して み た い。

　 ① ス隣 井早 （白樺 ） は， 平南 で チ ャチ ャ クナ ム とい い， 平 北 で は チ ャ とい うこ とか

ら，和 名 マ ン シウ シラカ ンバ ーＢｅｔｕｔａ　ｍａｎｄｓｈｕｒｉｃａ　ＮＡＫＡｉに相 当 す る。 しか し同科 に

チ ョウセ ン ミネバ リ＝・　Ｂｅｎｔａ　ｃｏｓｔａｔａ　ＴＲＡｕＴｖ や ， 京 畿 ， 平 北 ， 全 南 で オ リナ ム と呼

ばれ る和 名 ハ ンノ キ ＝＝　Ａｌｎｔｅｓ　ｊａＰｏｎｉｃａ　Ｓ　ｅｔ　Ｚ な どは家 具 用 材 と して 使 用 され て お り・

これ らを 総 称 して 白樺 と考 え る こ とがで き るの で は な い だ ろ うか 。
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　 ② 君 奇 井早 （番 椿） は チ ャ ンチ ン の木 と 訳 さ れ ［天 理 大 学 朝 鮮 学 科 研 究 室　 １９８０：

６５０］， また ａｋｉｎｄ　ｏｆ　ｒｅｄ　ｏａｋ と もあ る ［ＣＨＡＮＧ　 １９６７：１５７３］。 しか し， こ れ は セ

ンダ ン科 の ｃｅｄｒｅｌａ　ｓｉｎｅｎｓｉｓ　Ｊｕｓｓで あ り， ッバ キで も カ シで もな い ［山林 　 １９３８：３８０］。

和 名 ツバ キ ＝＝　Ｃａｍｅｌｌｉａ　７’ａＰｏｎｉｃａ　ＬｉＮＮＡＥｕｓ　ｖａｒ．　ｓｐｏｎｔａｎｅａ　ＮＡＫＡｉは， トン ビ ャク ナ ム ，

トンバ クナ ム ， トンペ クナ ム で あ り， チ ャ ン チ ンで は な い。 「和 名 オ ノ オ レカ ンバ は

別 名 ち ゃん ちん 」 ［池 田　 １９８３：２１］ と い う 説 明 も あ る が ， 和 名 オ ノオ レは Ｂｅｔｕｌａ

Ｓｃｈｕｍｉｄｉｔｉｉ　ＲＥＧＡＬ で カ ンパ 属 で あ り， チ ャ ンチ ンで はな い。

　 ③ 』 司 耳 干 （塊 木） とあ る の は， 漢字 を そ の ま ま読 め ば和 名 の エ ンジ ュだ が ， エ ン

ジ ュは 朔 号 （ｋｏｅｍｏｋ） ま た は 司 糾 耳早 （ｈｏｅｈｗａｎａｍｕ）で あ り， と 司 耳 干 は ニ レ科

の樹 種 を さ して い る。

　 ニ レ科 の樹 種 と して は 和 名 チ ョウセ ンニ レ， 朝 鮮 名 ヌル ップ ＝＝　Ｕｌｍｕｓ　ｍａｃｒｏｃａｒＰａ

Ｈ ＡＮＣＥ，和 名 ケ ヤ キ，朝 鮮 名 テ ゥル ミナ ム ， ヌ テ ナ ム， ク ェー モ ック ， カ イモ ック，

ヒ ェー ホ ァナ ム ＝Ｚｅｌｋｏｖａ　ｓｅｒｒａｔａ　Ｍ ＡＫｉＮＯ で あ り， ヌ テ ナム と い う呼 び方 が』 司 耳 早

と符 号 す る。 『朝 鮮 森 林 植 物篇 』 で は 「朝 鮮 産 ニ レ科 植 物 の効 用 」 と して 「材 用 と し

て はケ ヤ キ に及 ぶ ものな し。現 時黄 海 道 を 第 一 とす。 以 前 は済 州 島 ，欝 陵 島 の原 始 林

に も多 か り しが今 は材 ら しき もの を 出す 木 さえ な し。一 中略 一 朝 鮮 産 の もの は材

質 に お いて材 木 商 の所 謂 ツキ ケ ヤ キ （槻 ）に当 る。」 と して い る ［中 井 　 １９７６ｆ：１２－１９］。

特 に ニ レ科 の樹 種 は塗 装 を す れ ば判 別 しが た い こ と もあ り， いわ ゆ るニ レ もヶ ヤ キ も

同 じ材 種 とみ な され たで あろ う。ま た 材質 は ケ ヤ キ よ り劣 り，木 も大 き くは な い が和 名

ハ リゲ ヤ キ，朝 鮮 名 シム ナム ，ク ジ ナ ム， シェ クナ ム ＝＝　Ｈｅｍｉｐｔｅｌｅａ　Ｄａｖｉｄｉｉ　ＰＬＡＮｃＨｏＮ

も使 用 され て きた可 能 性 は あ るだ ろ う。

　 ④ 壁 署 耳早 （丹 楓） に対 応 す る の は済州 道 で ペル ゴ ンナ ム ，平 北 で サ ンキ ョブ ナ ム，

全 南 で シ ンナ ム と呼 ばれ ，京 畿 ， 全 南 で タ ンプ ンナ ム と呼 ば れ る こ とか ら，和 名 チ ョ

ウセ ンハ ウ チハ ＝＝　Ａｃｅｒ　Ｐｓｅｕｄｏ－Ｓｉｅｂｏｌｄｉａｎｕｍ　ＫＯＭＡＲｏｖ と考 え られ るが ， これ は灌 木

ま た は小 高 木 で分 岐 が 多 く良 材 は得 難 い ［中 井　 １９７６ａ：１－１３］。和 名 チ ョウセ ンヤマ

モ ミジ ーＡｃｅｒ　Ｐａｌｍａｔｕｍ　ＴＨＵＮＢ，　ｖ，　ｃｏｒｅａｎｕｍ，　ＮＡＫＡＩは全 南 で シ ンナ ム だが ， 高 木 で

あ り， また 和 名 イ タ ヤ カ エ デ ＝Ａｃｅｒ　ｐｉｃｔｕｍ　ＴＨＵＮＢ　ｖａｒ．　ｍｏｎｏ，　Ｍ ＡＸＩＭ は平 南 で コロ

ソ イ ナ ム，全 南 で は シ ンナム と呼 ばれ るが ， 材質 と して は カエ デ と理解 され た で あ ろ

う し， 材質 が や や劣 る和 名 マ ン シ ウウ リハ ダ ＝　Ａｃｅｒ　ｔｅｇｍｅｎｔｏｓｕｍ　Ｍ ＡＸＩＭ も比 較 的高

木 で あ る こ とか ら，家 具 用材 と して使 用 され た 可能 性 は高 い。 和 名 で 対 応 させ る とす

れ ば チ ョウセ ンヤ マ モ ミジ， イ タ ヤ カエ デ ， マ ン シウ ウ リハ ダ の ３種 の樹 種 が考 え ら

れ る。
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　 ⑤ 剛 耳干 （山梨 ） は， 直ｉ接和 名 にす れ ば ヤマ ナ シ＝＝Ｐ２ｒｅｃｓ　ｍｏｎｔａｎａ　ＮＡＫＡｉだ が ， こ

れ は小 高 木 ［中 井　 １９７６ｂ：６－２０］で あ り主 要 な材 とは 考 え 難 い。

和 名 チ ョ ウセ ンヤマ ナ シーＰ］ｒｕｓ　ｕ∬ｕｒｉｅｎｓｉｓ　Ｍ ＡＸｉＭ は京 畿 ， 平 安 で は トル ペ イ， そ

の他 の 呼 び方 と して トル ペ イナ ム が あ る。 ま た 和 名 シベ リア リンゴ ＝　Ｍ ａｌＵＳ　ｂａｃｃａｔａ：

ｖａｒ・Ｓｉｂｉｒｉｃａ，　ＳＣＨＮＥＩＤ は平 北 で ヤハ カ ンナ ム で あ り， 江 原 で は トル ペ イ ナ ム と呼 ぶ 。

ま た ， これ と同属 の エ ゾ ノ コ リンゴ は高 さ ３０ｍ に達 す る高 木 で あ り， これ も家 具 用

材 と して 使用 され た可 能 性 は 高 く， これ らを総 称 した もの と考 え られ る。

　 ⑥ 朗 柔 井早 （喪 ）につ い て は ，「ナ ツ メ の老 木 な らび に ケ ンポ ナ シは小 道 具 を作 る に

用 い られ ， 煙草 入 れ ，盆 ，手箱 等 にす れ ば木 理 美 し」 ［中井 　 １９７６ｃ：９］ と あ り， これ

らの樹 木 を指 す もの と考 え られ る。

　 和 名 ナ ツメ ＝＝ＺｉａＬ７ｐｈｚｔｓ　ｓａｔｉｖａ　ＧＡＥＲＴＮＥＲ　ｖａｒ．　ｉｎｅｒｍｉｓ　ＳｃＨＮＥＩＤＥＲ は済 州 島 で テチ ュ

ー， 平 南 ，江 原 ，京 畿 ，威 南 で タ イ ジュ ナ ム と呼 ばれ ，漢 字 を あ てれ ば大喪 木 で あ る。

和 名 ケ ンポ ナ シ ＝＝Ｈｏｖｅｎｉａ　ｄｕｌｃｉｓ　ＴＨｕＮＢＥＲＧ　ｖａｒ．　ｇｌａｂｒａ　Ｍ ＡＫｉＮｏ は 江原 ，京 畿 ，忠

南 ， 全 南 な らび に欝 陵 島 に産 し， ポ リケ ナ ム と呼 ばれ るが ，前 述 の よ う に， ナ ツ メ と

して 用 い られ た と考 え られ る。

　 ⑦ ：２１｝斗早 （梧桐 ）＝＝Ｐａｕｌｏｔｖｎｉａ　ｔｏｍｅｎｔｏｓａ　ＳＴＥｕＤ肌 は オ ー トンナ ムま た は ム クイ ナ

モ と呼 ばれ ，重 要 な家 具 用 材 で あ る。

　 ⑧ 管 号 （杉 松 ）は松 柏 類 の総 称 で あ る。 北 部 に はエ ゾ マ ツ， トドマ ツ，チ ョウ セ ンカ

ラマ ツ ， トウ シ ラベ ， 中部 に はチ ョウセ ンモ ミ， チ ョウセ ンゴ ヨウ ＝１）ｉｎｕｓ　Ｋｏｒａｉｅｎｓｉｓ

ＳＩＥＢｏＬＤ ＆ ＺｕｃＡＲＩＮＩ，ア カマ ツな ど が分 布 して お り［金 　 １９７８：３１；野 村 　 １９８１：２３］，

これ らの総称 で あ る。

　 これ らの針 葉 樹 は ，家 具 の 重 要 な樹 種 で あ る。

　 ⑨ 司 三 蹄早 （楊 柳 ）に対 応 す る和 名 は コ ウ ライ シダ レヤ ナ ギ 　・　Ｓａｌｉｘ　Ｐｓｅｕｄｏ－ｌｃｕｓｉｏ９］ｎｅ

ＬＥＶＥｉＬＬＥで あ るが ， これ と と も に材 と して用 い られ る もの は， 和 名 ヶ シ ョウヤ ナ ギ ，

一 名 カ ラフ トヤ ナギ ＝Ｃｈｏｓｅｎｉａ　ｂｒａｃｔｅｏｓａ　ＮＡＫＡＩ また は エ ゾ ヤ ナ ギ
， 朝 鮮 名 カ イ ポ ー

トル ーＳａｌｉｘ　ｒｏｒｉｄａ　ＬＡＧＫｓｃＨＥｗＩＴｚ， 南 部 の ア カ メヤ ナ ギ も 使 わ れ る ［中井 　 １９７６ｅ：

１８－４６］。

　 ⑩ 金 噌 耳早 （杏 子 木） は イ チ ョウ ＝＝　ＧｉｎｋｇＯ　ｂｌｏｂａ　ＬｉＮＮＥで あ る。

　 ⑪ イ｝耳早 （柿 ） は和 名 カ キ ノ キ ー１）ｉｏｓＰＬ），ｒＯＳ　Ｋａｋｉ　ＬＩＮＮＥ，　ＦＩＬＩＵＳで ， この他 マ メ ガ

キ ， シナ ノガ キ， サ ル ガ キ な ど は， 慶 尚 ，京 畿 ，全 羅 で コ ヨ ンナ ム で一 括 され ， これ

らの総 称 と考 え られ る。

　 ⑫ 魁 耳早 （栗 ） は和 名 チ ョウ セ ング リ＝・　Ｃａｓｔａｎｅａ　Ｂｕｎｇｅａｎａ　ＢＬ カＳパ ンナ ム ， クル グ
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ンバ ンナ ム， ヤ ン ジュバ ンナ ムな ど と呼 ばれ ， これ らの総 称 で あ る。 ク リは ニ レ， ケ

ヤ キ な ど の代 用 と され る こ とが あ る ［中井 　 １９７６ａ：３－ｌｌ］。

⑬ ｉ ｓ 耳 早 （胡桃 ） は和 名 マ ンシ ウ グル ミ ＝・Ｊｕｇｌａｎｓ　ｍａｎｄｓｈｕｒｉｃα Ｍ ＡＸＩＭＯＷＩｃｚ が

平 北 で カ ラィ ナ ム と呼 ばれ ， か つ て銃 床 に使 わ れ た もの が これ で あ る。 ま た和 名 テ ウ

チ グ ル ミ＝ｕＴｕｇｌａｎｓ　ｓｉｎｅｎｓｉｓ　ＤｏＤＥ は 朝鮮 名 ホ トナ ム とあ るの で，他 の クル ミも含 め た

呼 び方 で あ る と解 され る ［中 井　 １９７６ｆ：２０－９４］。

　 この他 ， モ ク セ イ科 ＝　Ｏｌｅａｃｅａｅの和 名 ヤ チ ダ モ ＝Ｆｒａｘｉｎｕｓ　ｍａｎｄｓｈｕｒｉｃａ　ＲｕＰＲＥｃＨＴ

は ，威 南 ， 威 北 ， 江原 で トゥル マ イ ナ ム，平 北 で トウル ミェイ ナ ム ，全 南 でム ル プ リ

ナ ム と呼 ばれ ， これ は 「建 築 用 ，家 具 製作 ，木 鉢 製 作 等 に用 ふ 。 チ ョ ウセ ン トネ リコ

は そ の代 用 と し得 る も大 木 少 し」 ［中 井 　 １９７６ｃ：１０－１４］ と あ り， ヤチ ダ モ も 重 要 な

樹 種 だ った こ とが わ か る。

　 ま た ， オ ウ トウ科 の 和 名 ウ ラボ シザ ク ラ ＝　Ｐｒｕｎｕｓ　Ｍ ａａｃｋｉｉ　ＲＰＲＥＣＨＴ． 平 北 で い う

キ ャボ デ ィを は じめ とす るサ ク ラの た ぐ い も使 用 され た。

　 ウ コギ科 の和 名 ハ リギ リ，一 名 セ ンノ キ ＝＝　Ｋａｌｏｐαｎａｘ　ｐｉｃｔｕｍ　ＮＡＫＡｉはオ ムナ ム，オ

ッブ ナ ム ， ボ ンナ ム と呼 ば れ ，材 用 と して は ， これ を セ ンノ キ と称 し，家 具 を 作 るに

多 く用 い られ る ［中井 　 １９７６ｄ：１６］もの で あ る。

　 この他 ， ドロ ノ キ， シナ ノ キ ， ホル トノ キ も使 わ れ た可 能 性 も あ るだ ろ う し，ケ グ

ワ は 日本 の筑 前 び わ に も多 く使 わ れ た もの で あ る。

　 使 用樹 種 の呼 び方 は， わ が 国 に お いて も，木 材 の肌 の色 ，木 理 の 状 態 で 同 じ呼 び 方

にな った り，地 方 に よ って そ の 呼 び方 が異 な る場 合 が あ るの と似 て， か な り多 様 な実

態 で あ る こ とが わ か る。

　 さて ， ３０点 の 家具 に使 用 され て い る樹 種 は表 ３の通 りで あ る。 目視 （１０倍 拡 大 お よ

び３０倍 拡 大 ） で の 識 別 で あ り， ま た ，標 本 は塗 装 され た部 分 が ほ とん ど で， 細 か く確

定 で きな い も の は， 針葉 樹 ， あ る い は広葉 樹 環 孔材 ， な い し散 孔 材 と 記 す に と ど め

た２６》。

　 単一 の樹 種 で で きて い る もの は ，１．タ ンス ：二 葉 の マ ッ ，３．パ ンダ ジ ：ニ レ，７ 銭

箱 ：ニ レ，９．小 豆 用 櫃 ：マ ツ ，１１．食 器 保 管 用 櫃ｉ：二 葉 の マ ツ ，１５．文 箱 ：二 葉 のマ ツ，

２６．糸 櫃 ：マ ッ，２７．裁 縫箱 ：針葉 樹 の ８点 で， 他 は ２～ ４種 の木 材 が併 用 され て い る。

３０．薬 だん す は二葉 の マ ッ と針 葉 樹 ， 晩材 部 の道 管 が散 在 す る， た とえ ば， ヤ チダ モ ，

２６）広葉樹散孔材 の場合，特 に３０倍の拡大程度で判別す るのは，実の ところ大変困難 で，また顕

　微鏡による観察でも判別できない場合 があ るという林昭三博士のお話である。従 って，ｉ著しい

　特徴が認め られる他 は，軽 々に樹種は同定で きない。特 に塗装 された上 から目視の みによる判

　別は針葉樹 と広葉樹す ら見誤るおそれがある。

　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 ４０５
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使 用 樹 種

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４
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２６
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２８

２９

３０

標 本 名

タ 　 ン 　ス

貴’重 品入れ

パ ン ダ ジ

タ 　ン 　ス

銭 　 　箱

銭 　 　箱

銭 　 　箱

米 　 　櫃

小 豆 川 櫃
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食器保管用櫃

書 類 戸 棚

書類だんす
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文 　 　箱
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書 類 函

書 類 函

書 類 棚

本 　 　棚

貴重品入れ

衣裳だんす
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装身具入れ用函

装身具入れ用函

糸 　 　櫃

裁 ．縫 箱

箱 　 　鏡

薬 だ ん す

薬 だ ん す

使 用 地

大 韓 民 国

京 　畿 　道

済 　州 　島

大 韓 民 国

慶　　尚　　道

京 　畿 　道

大 韓 民 国

大 韓 民 国

大韓民国一・帯

大韓民国一帯

大韓民 国一・帯

忠 清 南 道

京 　畿 　道

大 韓 民 国

大 韓 民 国

京 　畿 　道

慶 尚 南 道
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京 　畿 　道

京 　畿 　道

大 韓 民 国

忠 清 南 道

大韓民国一帯

大 韓民国一・帯

大韓民国一帯

大 韓 民 国

大 韓 民 国

慶 尚 南 道

京 　畿 　道

大 韓 民 国
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表３　収納家具に用いられた樹種
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チ ャ ンチ ン， チ ョウ セ ン トネ リコ， セ ンダ ンな どの 広葉 樹 環 孔 材 ， そ して キ リの ４種

が 使 わ れ て い る。

　 全 体 と して見 る と針 葉 樹材 を使 用 して い る もの が２７点 中２１点 で ， 針葉 樹 ， なか で も

五 葉 の マ ツ，二 葉 の マ ッを 含 め た マ ッ材 が 多 く使 わ れ て お り，収 納 家具 の使 用 樹 種 と

して重 要 な 役 割 りを果 た して い る こ とが わ か る。

　 ま た ，広 葉 樹材 と して は ， キ リが１０点 で最 も多 く， マ ッ材 と共 に韓 国 の収 納 家 具 の

二 大 樹 種 だ と言 え る。 これ らは， 表面 材 に使 わ れ る こ と もあ る が ，主 と して 引 出 しの

前 か ら見 えな い部 分 や ，本 体 の側板 ， 背板 ，棚 板 と して 使 わ れ る もの で あ る。

　 キ リを除 く環 孔 材 と して樹 種 が同 定 で きた もの は ２貴 重 品 入 れ の ケ ヤ キ， ３パ ンダ

ジ の ニ レ， ４タ ンス の ク リ， ７銭箱 の ニ レ， ８米 櫃 のケ ヤ キ， １０食 器 食 物 保管 用 戸 棚

の ケ ヤ キ ，１７書 類 函 の ク リで あ り， １２書 類 戸 棚 ，１３書 類 だ ん す ， １６本 箱 ， ２９薬 だ ん す ，

３０薬 だん す につ いて は 同定 で きなか った 。１２はハ リギ リか ， １３は トネ リコ属 ま で は 同

定 で き る。 １６は孔 圏 外道 管 散 在 の特 徴 あ り，２９は ニ レ科 で あ る，３０に つ いて は 前述 の

とお りで あ る。

　 散 孔材 に つ い て は ２貴 重 品 入 れ の天 板 が カエ デ で あ るこ と， ２８箱 鏡 が カ キ で あ る こ

とは同 定 で きた が ， ２貴 重 品 入 れ の側 板 ， ６銭箱 ， １３書 類 だん す ， １９書 類 棚 ，２１貴 重

品 入 れ ，２２衣 裳 だん す ， ２９薬 だ んす に使 用 され て い る散 孔 材 は同 定 で きな か っ た。 た

だ ６は放 射 組織 の大 小 が あ り， カ エ デ属 で あ る。２９はナ シの可 能 性 が 高 い 。

４． 塗 装 ・仕 上 げ

　 塗 装 は，漆 塗 り と油 塗 装 に大 別 で き る。 「漆 は塾 漆 と生 漆 に区 別 され るが ， 生 漆 が

よ り勝 る」 ［蓑　 １９８３：７５］ とさ れ るが ， この塾 漆 につ いて ， 「我 国 の瀬 湿 （せ しめ）

掻 取 法 に等 し く， ４， ５年 生 の幼樹 を伐 採 し， これ を水 に一 週 間 浸 漬 し， 或 は そ の ま

ま火 に爽 りて 採 漆 す るこ の漆 を普 通 火 漆 と称 す る」 ［沢 口　 １９６６：１３８］ とあ る こ とか

ら，塾 漆 一火 漆 と考 え られ る。 日本 で は火漆 は ，下 地 漆 と して 使 用 さ れて きた もの で

あ る。

　 生 漆 は ，耐 水 性 を 与 え るた め ，盤 ，木 鉢 に使 用 さ れ た他 ， 臓 ， 籠 ，盆 ，硯 床 な どに

も使 用 され た が ，朱 漆 は 宮 中 用 で ，民 家 で は昔 は使 わ れ な か っ た。 黒漆 は ，螺 銀 その

他 に用 い られ ， チ ョウセ ンカ ク レ ミノ ＝ Ｔｅκｔｏｒｉａ　ｍｏｒｂｉｆｅｒａ　ＮＡＫＡＩ２７）か ら採 取 され る

２７） 「チ ョウセンカク レミノは全南の南部及び珍島，莞島，甫島，甫吉島等の諸島，並びに済州

　島にあ りて大木となる。その皮を傷つけ置けば乳管 より黄色の漆を生 ず。住民はこれをあつめ

　て水中に蓄え る。必 要に応 じて水 中よ り取 り出し，箱，箪笥等 を塗 る。朝鮮 の家具店に見 る鮮

　黄色 の器は この漆 にて塗 りたるものなり」［中井　１９７６９：１６］。
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黄漆は紙器に塗 られていた。

　いまひとつの塗装は，油塗装である。現在わが国においても一般的に ｏｉｌ　ｆｉｎｉｓｈ は

行われているが，それと同じような方法であるのだろうか。嚢によれば荏油，豆油，

胡桃油や，中国産桐油を使 う塗装が採 られていた ［爽　１９８３：７４］という。 ふつう，

こうした油の塗装について， わが国の木材塗装の関係者に問えば，「それはボイル油

製品だろう」 という答えが帰 ってくる。つま り，これらは乾性油の原料であり，乾性

油はその乾燥性を改善 して 「ボイル油」 とし，これに顔料を加えたものが，油性ペイ

ント，つまりペンキである。すなわち，これ らの油はペンキの原料として用いられて

きているものである。

　荏油 （Ｐｅｒｉｌｌａ　Ｏｉｌ）は荏胡麻から採取される油で，中国が主産地で 「蘇子油」とも

称せ られる。乾燥性が強 く，光沢，耐水性，耐候性のすぐれた塗膜を生ずる。板絞り，

その他の方法で採油 し，また種子を妙 り，臼で砕き，後，更に蒸気で蒸 し模形の圧搾

器で製油されることが古 くか ら行われている ［坂田　 １９５１：７；兄玉　１９５３：４６］。

　豆油は大豆から採油されるもので，乾性油や塗膜の性状はかなり劣り，単独では塗

料にし得ないが，主 として他の乾性油 と混合 して用いる。ひまわり油と共に現在も油

絵具の原料として用いられている。

　中国産桐油は，中国南部特産のアブラギ リの種子から採油される油で，乾燥性は荏

油よりも強 く，塗膜は耐水性がよ く，また比較的アルカ リにも耐える。油性 ワニスの

原料としてよ く用いられ，灯火用，油紙にもかつて用いられたものである。

　胡桃油は，タンニンが多 く工業的な乾性油 としてはあまり用いられないが，古くは

日本でも漁網を染めるものとして用いられ，器具のつや出しにも使用されるものであ

る。

　これ らの油塗装の特徴は，いわゆる 「使いこむことによって味が出る」ものである

といわれる。 しかし，採油 した後，加工をす ることによって塗膜を生ずるようになる

ボイル油の状態のものでは，油を含浸させることにならないので，もし，“味が出る”

ものだとすれば，ボイル油以前の状態の油が使われたと見なければなるまい。

　キリの板材は，本箱や書類戸棚などに見 るようにかなり木理がくっきりと浮かび上

がっている。 これは烙法 （蒐早墾）と呼ばれる技法で， キリの板面を熱 したコテで焼

き，ブラシで木理を出していくやり方で，わが国では，琴の製作などに用いる方法と

同様である。
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５． 装 飾 文 様

　貴重品入れの透か し彫 りや，紙張りの衣裳だんすの扉に描かれた強烈な色彩の絵，

そして板面に彫刻された文様，金具にあらわされた装飾文様は，家具 と一体でありな

がらも，それ自体としても韓国の造形の特質を知 り得る手がかりになりそうである。

　衣裳だんすに，小さく描かれている木々が何であるのかわか らないが，他の９つの

要素は明らかである。赤々と照る太陽と，たなび く雲，荒々しくそそりたつ奇岩，空

に舞う双鶴，岩肌か らしぶきをあげつつ流れ落ち，波となり泡となり，たゆたう流れ

と姿を変える水，その波上に遊ぶ双亀，豊かに緑を茂 らせる老松，静かに遊ぶ，羽衣

伝説にもでてくる山神霊の使者である鹿２８），そ して日本や中国では霊芝という不老長

生の霊薬だとされる不老草が描 かれ てい る。こうした絵は 「十長生」 とよばれてい

る２９）。

　十長生は，すべて網羅 して表現されることより，家具類においては，その二，三の

要素がとりだされることの方が多い。

　例２１ （付図 ８）の貴重品入れのつり上げ扉には透か し彫 りがある。茂 る松 とその枝

をぬうようにわきでる瑞雲，松の下に伸びる不老草，そして二頭の鹿 と石が透か し彫

りにされ，また例 ４ （付図２）のタンスの両開き扉にも，勢いのよさそうな波上の亀

が線刻されている。いずれも長生不死の象徴であり，吉祥の象徴である。

　装飾金具は家具の重要な構成要素であり，時として，木肌 と競 うかのような迫力を

持つものである。

　金具には，双喜文 （付図２）が あ り，卍字文の透刻 （付図 １，４）が多 く用いられ

２８）金剛 山を舞台 とする羽衣伝説で， 独 り者 のきこりと天女が 結ばれる物語 に出て くる 山神霊

　 （仙人）の使者 は鹿である ［申　 １９８１：１５］。

２９）「高麗時代の文人，李 稻 （１３２８～１３９６，号，牧隠）の牧 隠詩藁に歳画十長生の詩があ り， 日，

　雲，水，石，松，竹，芝，亀，鶴，鹿 を歌 っている。 ところが，朝鮮総督府の朝鮮語辞典や，

　北川左人著の朝鮮固有色辞典な どには，日，山，水，石 ，雲，松，不老草，亀，鶴 鹿 とあ り，

　さ らに売 られている色刷の十長生には，日，雲， 山，水，不老草，松 ，竹，鶴 亀 ，鹿を描い

　ているものが多い し，他 に硯や箸ぶ くろにもこれ と同様のモチーフが描 かれていた。

　　従 って十長生 といって も恒常的な ものは， 日，水 ，松，鶴，亀，鹿，不老草 （芝，霊芝）の

　 ７つであり，山，雲，月，石 ，竹 は流動的である」 とし，「朝鮮の十長生 は，その要素 が中国

　の神仙思想に由来す るとはいえ，その構成 もまた中国か ら伝 わった ということはできな いので

　あ って， それはいわ ば素材を中国の神仙思想に借 りて，朝鮮において構想された ものと見ねば

　なるまい。朝鮮には，かかる思想の素 材を受容 し発展せ しむる適 当な信仰的地盤が存在 してい

　たのであ って，朝鮮の地盤の上 に中国の神仙思想 の再構成を試 みた ものが十長生である といっ

　て もよい」［秋葉　 １９５４：１２６－１２８］。

　　 この十 長生をつけるのは，婚礼の際に新婦が持参する箸ぶ くろの刺 しゅうか，家族の居室 の

　 中で も老人の居室である越房 （臭鹿Ｄの壁 に限 られる ものであり，舎廊房，すなわ ち主入 の居室

　兼客間には張ることはないものである。従 って， この衣 裳だんすは越房 に置かれ た可能 性 もあ

　 ると見ねばなるま い。
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ている。これ らも長寿を願い，さいわいを呼ぶ表現である。

　蝶番には大きな不老草文や燕尾文，薬菓文，蝶文があり，錠前座金には円文，宝相

華文，薬菓文，不老草文がある。

　Ｌ字形留め金具 にはかんざし形，望頭形，花形，蓮峯形，薬菓形のものが見 られ，

つり下げ状の取手金具は，半月形，弓形，コ字形，こうもり文があり，円形や菊花形

の座金を持つ。引出しやけんどん蓋のつまみ型取手には水仙花文の座金が多 く，これ

は天桃形のつまみと一対になることが多い。

　薬菓形はシンプルな長方形の角の部分が小さく面取りされたものをいうが，薬菓は

小麦粉を練 り油で揚げて蜜をつけたもので，これに型をつける木型からとった名称で

ある。

　動物文 として燕尾文，こうもり文，蝶文が挙げられるが，こうもり文は取手だけで

なく，取手受けの座金 としても使われている。このこうもり文は 「蠕蠕」の蟷が福と

同音であることから中国人の最 も好むものの一つであるとされる ［岡登　１９６８：ｌｌ８］。

確かに中国のそうした考え方が，そのまま入 ってきたことも考えられるが，文字の音

が福に同じであることに加えて，こうもりは多産であり，このことから，子孫繁栄の

象徴として，豊饒の象徴として造形され，装飾金具 として使われてきたのではないか

と考えられる。燕尾文についても，巣の中のひなに餌を与える親つばめの姿は，暖か

くなると目にするものであり，低 く飛ぶ姿，餌を与える後姿は，造形の対象として好

適だったといえよう。

　宝相華文の錠前座金や蓮峯形の留め金具を見 るとき，高麗あるいは，それ以前の造

形が感 じられる。李朝の排仏政策にもかかわ らず，仏教全盛時の造形の残影があると

はいえないだろうか。如意頭文の金具もあり，如意頭文の浮か し彫りも多 く見 られる。

　 この如意頭文の彫刻 と共に鏡板 に施されるのは眼象文である。

　植物文様としては，宝相華も入れられようが，形態が，より自然を写 し取るタイプ

として水仙花，天桃，菊花文が挙げ られる。水仙花文は新春の瑞兆花とされ，冬の表

象で，水仙の仙が，天仙の仙であるため吉祥の花とされている。また，天桃について

も，悪鬼をはらい，長寿を表象するものとして，生命の果実 と考え られたものである。

　 装飾文様，装飾金具を個々にみると，そこには自然，生命，願いという内容を持 っ

ていることがわかる。家具の構造や機能に従 うべきはずの金具は，単にそれのみに止

まらず，イメージの世界をあわせ持つものである。
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ＩＶ． ま と め

　民 博 所 蔵 の 韓 国 の家 具 の 中か ら，収 納系 の家 具 ３０点 につ いて ， そ の形 態 ， 構 造 ，使

用 樹 種 ，塗 装 ，仕 上 げ，装 飾 文 様 につ いて 考察 した 。

　 １　 形 態 は ，パ ンダ ジ につ いて は ， そ の幅 ど 奥行 きの プ ロポ ー シ ョンが ほ ぼ ２ ：１

で あ る こ とが 特 徴 と して挙 げ られ よ う。 ま た， 全 州 臓 ， モ リチ ャ ンと呼 ばれ る ２つ に

つ い て は， 幅 ：高 さが １ ：１で ， 形 態 の印 象 は ま った く異 な るが ，比 率 と して は 同 じ

で あ る こ とが 指 摘 で き る。

　 ２　 銭 箱 を は じめ 各 種 の函 （ハ ム）， 櫃 （ク ェ） の形 態 の 特 徴 と して は， そ の側 面

形 で ，大 きさ の大 ，小 は あ るが ，、奥行 き ：高 さが １ ：１の比 率 を 持 って い る。

　 ３　 米 櫃 の幅 と奥 行 きの 関係 で は黄 金 比 とな って い る こ と，前 面 か ら見 た とこ ろで

は錯 視 を た くみ に補 正 させ つ つ バ ラ ンス を と る方 法 が と られ て い る こ とが興 味 深 い。

　 ４　 また食 器 食 物 保 管 用 戸 棚 一齪薇 （チ ャ ンジ ャ ン） は ，基 本 的 には ２ ；１ ：３と

見 た て た形 の作 り方 で あ る。

　 ５　 螺 釦 の文箱 の よ うに幅 ：奥 行 き ：高 さ が ２ ：１ ：３， そ して本 箱 （ソジ ャ ン）

の胴体 部 分 の幅 ：奥 行 き ＝高 さ は ほぼ 整 数 比 の ２ ＝１ ：２と い う よ うに ，整 数 比 の プ

ロポ ー シ ョ ンを持 つ ものが 多 い こ とが わか る。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ⊃

　 ６　 しか し，この整数比で完結せず，これに曲線的な脚部や支輪の出ぐあいで独特

の形態に仕上げている感がある。

　 ７　 また書類戸棚＝双文匝 （サ ンムンカップ）の水平への延びと，書類棚一四方卓

子 （サパ ンチャクジャ）の垂直への伸びは，好対照をなすものである。

　 ８　 また構造材には面取りされているものが多 く，構造材をやわらかくまた変化を

持たせ，あるいは細 く見せようとする配慮が働いている。

　 ９　収納家具のものの出し入れの方法には，下ろし扉，つ りあげ扉，けんどん蓋，

押 し上げ蓋には蝶番のあるものないもの，隠 し蓋などがあり，引出しを持つものは１０

点である。ほかに引違い戸もあり多様な開閉機構が用意されていることがわかる。

　 １０ 箱形の家具の場合，錠前をかける構造になっているものが大部分である。

　 １１ 主要な構造上の特徴については，板材どうしを組みあげたものでは， 「あり組

みつぎ」が多 く竹や鉄 くぎで打ちつけられた部材があること，そ して小型のものでは

竹 くぎで板材が接合されているという共通性がある。

　 １２ 米櫃＝斗厨 （トゥィジュ）や小豆用櫃 （パ ットゥィジュ）には独特な 「井桁組

みつぎ」が共通 し，また，その他のものを含めて， 「くさび締め」を併用した 「通 し
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ほぞつぎ」があることも特色の一つである。

　１３ 構造材 と板材の接合は， 「こかしばめ」による 「追入れつぎ」が印象的である。

　１４ 使用樹種ではマツ材が最も多く使われ，広葉樹ではキ リが多用されている。他

の広葉樹材で同定できたものはケヤキ，ニレ，クリ，カエデ，カキの５種である。そ

して１９点が異種の材を用いている。 これは見えるところ見えないところによっての材

の使い分けと，堅い材でなければならないところと柔 らかい材でいいところの使い分

けに大別される。

　１５ 仕上げは烙法によるキリの表現と，油塗りが多い 。

　１６　装飾文様は十長生 に見るように，天，地，動，植物にわたる。装飾金具にも半

月，燕尾，こうもり，蝶，天桃，水仙花，不老草，菊花，蓮峯が多 く使われている。

これらを見ると，自然に対する感性の鋭さないしは，意識の強さを指摘 しない訳には

いかない。

　特に，天桃や水仙花の形態はおそらく韓国の造形の特質を示 しているのではないか。

そ して不老草やこうもりの形もまたそうであろう。

　一方，双喜文や卍字文のような吉祥文も多用される。

　金具の形態に託されるものは，人々の自然に対する思いであり，吉祥を願 う人々の

切なる気持であった。装飾金具は，純然たる文様ではない。明確な働きを持つ金属部

品である。しかし，そこには蝶番としての働き，かすがいとしての働 き，錠前さしの

座金をこえて意味的世界を構築 しているようにみてとれる。家具の部品でありなが ら，

家具に精神的意味が付与 されているように考えられる。

　韓国の収納家具は，全般的にみて繊細で高度な木工技法とラフなそれとが混在 して

いるようにみえる。

　また，形態や装飾には民族的な特徴を持つものが多 く，精神性の表現 として家具は

重要な役割りを持つものだということができる。

　家具そのものについては以上のことがらがわかったものの，家具の使われ方の細部

については今後の課題 として残る。また，どのような工具を使い，どのような手順で

製作されたのかということについても，ここではふれなかった。この２つの視点を加

えなければ，家具の描写は完結 しないと考えている。
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　　１９８３ 『李朝木工家具潮美』普成文化社。

坂田秀太郎

　　１９５１ 『塗装技能一般 』産業図書株式会社。

沢口悟一

　　１９６６　『日本漆工の研究』美術出版社。

申 来 鉱

　　１９８１ 『朝鮮 の神話 と伝説』太平出版社。

塩野谷博治

　　 １９８０　『古箪笥百選』創樹社美術出版。

沈 雨 晟

　　 １９８３ 「韓国の伝承工芸（２） 螺 鍋漆器匠」 『工芸学会通信』 １６（１７）：４ 工芸学会。

天理大学朝鮮学科研究室

　　 １９８０　『現代朝鮮語辞典』養徳社。

鳥海義之助

　　 １９８０ 『木工の継手 と仕 口』理工学社。

鄭 台 鉱

　　 １９７４ａ『韓国植物図鑑』上巻　木本部　理文社 。

　　 １９７４ｂ『韓国植物 図鑑』下巻　草本部　理文社。

山林　逞

　　 １９３８　 『朝鮮木材の識別』朝鮮総督府林業試験場。

渡辺素舟

　　 １９７１ 『東洋文様史』富山房。

 WICKMAN, Michael 
   1980 Korean Chests: Treasures Of the Yi Dynasty. Seoul International Tourist Publishing 

         Company.

４１４



付 図 １　 タ ン ス　 現 地 名 　 壁１き６１ （ｐａｎｄａｔｉ）
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付図 ２　 タ ン ス　　　現地名　司司を （ｍδｒｉｃｈａｎｇ）



付図 ３　 銭 箱　　　　現地名　毛 刊 （ｔｏｎ’ｇｗｅ）



付図 ４ 米 櫃　 現地名 引 午 （ｔｗｉｃｈｕ）



付図 ５． 食器食物保管用戸棚　現地名　母を ・旗臓 （ｃｈａｎｊａｎｇ）
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付図６ 文 箱 　　 現地名 不明



付 図 ７　 本 箱 　 　 　 　現 地 名 　 刈 を ・書 臓 （ｓ６ｃｈａｎｇ），親 を ・冊 櫨 （ｃｈａｅｋｃｈａｎｇ）



付図 ８ 貴 重 品 入 れ 　 現地名 司司そ｝（ｍ６ｒｉｃｈａｎｇ）



付図 ９　 衣 裳だんす　現地名　垂斗そ｝・官服櫨 （ｋｗａｎｂｏｋｃｈ’ａｎｇ）
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付図 １０ 書 類 戸 棚 『現 地 名 磐 是 看 （ｓｓａｂ９血丘ｎ’ｇａｂ）
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付図 １１ 箱　 競 現地 名　脅司碧 ・箱石鏡 （ｈａｍｓ６ｋｋｙ６ｎｇ）
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付図１２ 薬 だ ん す　　現地 名　 叫そ｝・薬臓 （ｙａｋｃｈａｎｇ）


